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第一章　衝撃の初体験！

第二章　現実と妄想と理想のはざま

第三章　かわいくなくても、いいですか？









第一章　衝撃の初体験！








　どうしてこうなった!?

　いやいやいやいや。私が原因だっていうのは、すっごいすっごいわかっているけど……だけどでも、ちょっと予想と違いすぎてる。 

　まさか、まさか津つ山やまさんが……エリアマネージャーの津山義よし明あきさんが、私の誘いに乗ってくるなんて。

　心臓が、うるさいくらいにバクバク跳ねてる。

　私が座っているのは、キングサイズのベッド。そして部屋の先にある扉の向こう、シャワールームの中には、憧れの津山さん。

　つまり私は、津山さんとホテルの一室にいるってこと。

　だけど、私たちは恋人同士でもなんでもない。

　なのに、ホテルに一緒にいる。

　しかもここは、普通のホテルじゃなくてラブホテル。

　いったいどうして、こういう流れになったんだっけ？ 

　目の奥がグルグルして、考えがまとまらない。明るめのブラウンベージュに染めている、ミディアムウルフの髪に両指を突っ込んで頭皮をマッサージしてみても、脳みそがうまく働いてくれない。

　こういう時は、ひとつずつ順番に思い出して、確認してみよう。

　

　まず、私、井い筒づつゆかりが社員として働いているアパレルショップ『ドゥレフ』の今期売上が、好成績だった。津山さんの管轄エリアの中では最高の売上だったから、お祝いをしようという話になった。

　バイトも含めて全員参加の、居酒屋での楽しい打ち上げ。

　憧れの津山さんが主宰の飲み会だからと、張り切ってオシャレをしてきた従業員たちを目にして、そうだよねぇ、ちょっと気合を入れちゃうよねぇと納得した私も、普段よりは少し気合を入れたメイクとファッションで参加していた。

　すらっとした長身で、目が大きくて人なつっこい笑顔を浮かべる津山さんに、ここぞとばかりにアピールする他の従業員を横目に見ながら、私もかわいげのある態度で近寄りたいなぁ、なんて考えていた。

　ふんわりとした雰囲気の、甘めのファッションに身を固めた子達のように、わざとらしくない程度の上目遣いなんかしちゃったりできたらいいなって。

　だって津山さんのことが、めちゃくちゃ大好きなんだもん。

　光が当たると、ほんのり茶色だとわかるマッシュヘアーに、柔和な笑顔。無駄のない指示を出して、忙しい時には店員と混ざって仕事をしてくれたり、入荷商品を運ぶのを手伝ってくれたり。二十七歳でエリアマネージャーになるだけのことはある！　って。ものすごく優秀なんだなって、納得の物腰と対応に関心と憧れとトキメキと……とにかく、なんかもう心臓がギュウウウってなって、呼吸が苦しくなるくらい、好きすぎてたまらない。

　接すれば接する程、津山さんの存在が私の中で大きくなっていって、気がついたら心の真ん中に彼がいた。

　ゆっくり育って心の中に根を張った津山さんへの想いが、私の意識を無意識に彼へと向けさせる。

　あんまり意識をしないように。彼への気持ちを、他の誰かに気づかれないようにって思うのに、視線が彼に吸い込まれてしまう。

　いつも、きっちりとしたスーツ姿なんだけど、シャツとネクタイの組み合わせが堅苦しくならない絶妙なカラーコーディネートで、さすがアパレル業界のエリアマネージャーって感心しちゃった。

　ラフになりすぎず、硬くなりすぎずという極上のバランスを生み出す彼のセンスが、さわやかな雰囲気と合わさって最高のときめきを与えてくれる。

　声をかけてみたい。親しく言葉をかわしてみたい。

　だけど、今まで築いてきた私のキャラが、絶好の機会である打ち上げで彼にアピールすることを許してくれない。

　まわりから向けられる私の評価は、かわいげのない、気が強くて男に媚びたりかわいいそぶりをしたりもしない女だから。そんな女が、急にかわい子ぶったらビックリだよね。

　だけどもともと、こうだったわけじゃない。

　ちいさなころは、フリルとかリボンとかパステルカラーが大好きな女の子だった。

　ふわふわフリフリが大好きな私は、小学生までは背が低いほうだったのに、中学生でぐんぐん伸びた。162センチになってしまうと、ミドルヒールの靴を履いても170センチ近くなってしまう。それに加えて細身だからか実際の身長よりも高く見られがちで、さらに目が一重のせいなのか勝気そうって言われはじめた。

　そうなると、かわいいものが似合わなくなってしまった。ワンポイントでリボンのついているものを着ても、なんだか妙にスッキリとした印象になってかわいさが薄れてしまう。

　友人たちと服を見に行って、店員や友人に勧められるものはシンプルで体にフィットしたものが中心となった。

　そういうものを着ると、より背が高い印象を与えてしまう。その上、Ｃカップの 胸のラインが強調されて、バストが目立つ。だからなのか、男性経験が豊富みたいな扱いを受けるようになった。

　思春期って、全員とは言わないけれど、周りの意見というかイメージ？　的なものに合わせてしまうことって、あるよね？　ないかな。

　私の場合は、周りのイメージを壊さないことが、学校という空間で平穏無事に過ごすことのできる方法だと思っちゃったわけ。

　友達やクラスメイトに「なぁんだ」とか「印象と違う」って言われることが、怖いと思った。イメージと違った言動をしたら、仲良くしてもらえなくなるかもしれないって、心配になった。

　ひとりぼっちにならないために、求められる印象に合った服を選んで、メイクをして、言動も寄せていくと、外側だけは立派なギャル系になってしまった。

　そうすると、余計に男女のアレコレに対して経験豊富って目を向けられるようになって、相談事とかノロケとか、なかなかに生々しい話を聞かされたりして、知識がどんどん増えてった。

　話についていけなくなったら困るから、雑誌とかネットとかで知識を仕入れてうわべをしっかり固めていった。

　そうすることが自然になって、かわいげのある態度で男の人にさりげなく迫るなんて、できそうもないキャラに仕上がった。

　今日だって、体にぴったりと寄り添う伸縮性のある柔らかな生地のカットソーに、細身のパンツを合わせている。色味はわざとダークで渋い感じにして、ネイルやメイクにラメ系を使った。襟元のＶの切れ込みが、胸の谷間がギリギリ見えるか見えないかの位置にある。パッと見て、気が強いという印象を与えるファッションじゃ、かわいげのあるしぐさは似合わない。

　心の中は、子どものころのまま、ふわふわのリボンやフリルのついたもの、パステルカラーや愛らしいキャラクターが好きなままなのに。

　それでいいと思っていたけど、さりげなく津山さんにアピールしているバイト仲間を見ていると、うらやましくってしょうがない。

　今だけはキャラ違いになってもいいから、素直に津山さんに声をかけたい。

　いや、ダメダメ！　無理だ。

　素直にっていっても、私……奥手の処女だもん。

　経験豊富を装っているだけの、耳年増の処女だから。

　あぁ、もう……誰かがここで津山さんの彼女に決まってしまったら、布団の中にうずくまって泣いちゃう。

　にこにこと津山さんに声をかけて、なにか話しかけているバイトの子の目が、好きですアピールしている様子に心がズキズキする。見なければいいと視線を外すのに、はしゃいだ笑い声を聞くと、ついつい目を向けてしまう。気のないフリをして、店員仲間とたわいない会話をしながらも、津山さんを呼ぶ誰かの声に目と耳が反応する。

　近い席に移動して、どんな会話をしているのか聞きたいけれど、タイミングがつかめない。ヤキモキすると同時に、コソコソ様子をうかがっているみたいな自分が情けなくなる。

　見た目や態度をサバサバ系にしてみても、実際は声をかける勇気もなくウジウジしているだけの自分がカッコ悪くて落ち込んでしまう。

　嫉妬したりうらやんだりするくらいなら、えいやって声をかけてしまえばいいのに。わかっているのに、なんて話しかければいいのか思いつかなくて、自分の気持ちを落ち着かせるためにカクテルに口をつける。

「ほんと、津山さんは人気者ねぇ」

　隣で焼酎のお湯割りを飲んでいる、ベテラン店員の西にし尾おさんがつぶやいた。

　もしかして、津山さんの様子をうかがっていたことがバレちゃった？

　ドキッとして顔を向けると、西尾さんは漬物のナスをモグモグしながら、景色を眺めているような表情を浮かべていた。

「他のお店でも、きっとモテモテなんでしょうねぇ」

　話しかけられているというよりは、ひとりごとみたいに聞こえる。だけど、これは、返事をした方がいいのかな。

「そう、ですねぇ」

　無視をしたと思われるのはイヤなので、返事をした。すると西尾さんは目を細めて、ニヤリとした。ショートカットのくせ毛と丸顔、人なつこい雰囲気が、小型犬を連想させる。

「彼、フリーらしいわよ」

「えっ」

　まさか、私が津山さんを好きってこと、バレてる？

　内心で焦っていると、西尾さんはフフンと大人の余裕たっぷりな笑みをこぼした。

「なんだか、アイドルのイベントを見ているみたいだわぁ」

　同意を求める言い方ではなかったから、何も返さなかった。西尾さんと一緒に、津山さんに声をかけて自分をアピールしている子たちを眺める。

　どうすれば、あんなふうに声をかけられるんだろう。周囲の印象なんて気にせず、似合わなくてもいいから、自分の「好き」を追求して、かわいい服を着ていたら違っていたのかも。

　ううん。きっと、かわいい恰好をしていたとしても、怖気づいて声なんてかけられなかっただろうな。

　いっそ見た目どおりに、心も勝気になってくれたらよかったのに――。

　

　表面上は笑顔で過ごしながらも、津山さんに親しく声をかける人たちをうらやんで、自分の情けなさに落ち込んで、心がすっごく疲れてしまった。

　だから、二時間くらいしてからお開きにしようって言われた時はホッとした。これ以上、津山さんと誰かが親しく会話している姿を見続けていたら、心がグチャグチャになってしまいそうだったから。

「これからも、よろしくお願いします」

　エリアマネージャーとして、従業員に向けた津山さんからの締めの言葉に拍手が起こり、飲み会はお開きとなった。

「お疲れさまでした」

「ごちそうさまです」

　そんな声をかけあいながらお店の外に出て、肩の力を抜いたら急にアルコールが回ってきた。

　クラッと軽いめまいを覚えて、目を伏せる。

　せっかくの機会だったのに、ちっとも津山さんと話ができなかったな。

　ほんのり落ち込んでから、深呼吸をして目を開けて駅を目指した。

　大通りがまぶしく感じて、脇道を通って駅に向かおうと人通りの少ない路地に入ってしばらくしたら、背後から声をかけられた。

「井筒さん」

　ドキリと心臓が跳ねる。聞き間違いじゃなかったら、この声は津山さんのもの。まさかねと思いつつ振り向いたら、ほほえむ津山さんがいた。

　どうして、津山さんがここに？　駅に向かうにしても、他のスタッフたちと一緒に大通りを通っていそうなのに。

　混乱して反応ができないでいると、津山さんがスッと私に近づいた。

「おつかれさま」

「おつかれさまです」

　ぎこちなく返事をする。ずっと話しかけたいと思っていたのに、何を言えばいいのかわからない。せっかくのチャンスなのに、どうしよう。

「今日は、ありがとうございました」

　改めて、お礼を言うことにする。

「こちらこそ。みんなのおかげで、今期は好成績になれたんだ。ありがとう」

「そんな」

　エリアマネージャーの津山さんが、細かなフォローをしてくれているおかげです……と言いかけたら、先に彼が口を開いた。

「スタッフの中での功労賞は、井筒さんだよ」

　ささやくように褒められて、ギュンッてテンション急上昇。ビックリしたのとうれしいのとで、頭の中がパーンと弾けた。

　理性が吹っ飛んだ私は、散々演じてきた男慣れした笑顔を浮かべて、とんでもないことを口走った。

「だったら、ご褒美に今夜、かわいがってくださいよ」

　口の端を片方だけ持ち上げて、挑戦的な上目遣い。ふんわり系女子とは対極的な言動に、心の中で冷や汗がドッと噴き出した。

　私ってば、なんてことを！

　口にしてしまったものは取り消せない。冗談にしなくっちゃと、慌てて口を開いたけれど、声を出す前に津山さんに返事をされた。

「いいよ」

　えっ？

　我が耳を疑った。

　津山さん……いま、なんて？

　ポカンとしていると、津山さんの指が私の手の甲をなぞった。

「ホテル、行こうか」

　いたずらっぽく光った津山さんの瞳に、心が吸い込まれる。彼に向けている恋心を、しっかりと掴まれて引っ張られるような感覚。理性がよろめいて、お酒のせいなのか、ときめきのせいなのか、頭がクラクラしてぼうっとなってしまった。

　ぼんやりしているうちに駅から徒歩十分ほどのホテル街に連れていかれて、チェックイン。彼にエスコートされて室内に入って、シャワーを浴びてくると言った津山さんに笑顔を返してベッドに座って……やっと、正気に戻った。

　ほっぺたをつねったり叩いたりしてみる。

　ちゃんと痛い。

　夢じゃない。

　私、津山さんとラブホテルにいる。

　これって、ええと……つまり、そういうことよね？

　二十三歳で、初体験。経験ありのフリをしていた私が、とうとう本当の経験者になる。

　打ち上げで、あんなにアピールしていた子達じゃなくて、最後にさらっとトンデモ発言をした私が、津山さんと――――。

　顔が熱くなって、息が浅くなる。

　ウソやだ、ちょっと待って！

　どうしよう。

　津山さんてば私に気があったってこと？

　だったらうれしい。

　でも、彼も私の作り上げてきた偽物のうわべを信じて、一夜限りの遊び相手としか思っていなかったら？

　うわぁ……切ない。っていうか、悲しい。

　自業自得とはいえ、誤解なんですって全力で今までのことを洗いざらい告白したい。

　どうしていいかわからなくて、スマホを取り出して検索をする。

　〝初体験　ラブホテル〟

　検索結果のタイトルを見ても、なんの参考にもならなさそう。だけど、じっとしていられなくて、ひたすら画面をスクロールする。

　自分でも無意味としか思えない行動をしていると、扉の開く音がして、バスローブ姿の津山さんが現れた。スーツ姿の時とは違う、男の色香が匂い立つと言えばいいのかな。さわやかな中に、ものすごく男を意識させる雰囲気が漂っていて心音が高くなる。

「おまたせ」

　何か返事をしたいのに、喉が締まって言葉が出ない。緊張で心も体もガッチガチ。

　そもそも、こういう時はなんて返せばいいの？

　細かいやり取りのことなんて、誰も聞かせてくれなかったし、本にも書いていなかった。

　小説とかも読んで、勉強をしておけばよかったかも。

「どうしたの？」

　見とれながら、どういう反応をすれば正解なのか考えていたら、小首をかしげられた。

「っ……な、なんでもないです。私もシャワー、あびてきますねっ」

　あわててベッドから腰を上げると、津山さんが少しはにかんだ。

「うん。行ってらっしゃい」

　照れた様子が、なんだかちょっとかわいくてキュンキュンした。にやけそうになる顔を隠したくて、足早に津山さんとすれ違って脱衣所に入る。

　ラブホテルの浴室って、ガラスの壁でベッドから洗っているところが丸見えってイメージがあったけれど、ここは違う。

　室内も、エッチなグッズとかあるわけじゃなくって、ベッドがやたら大きいだけで、普通のホテルみたいだ。

　壁のところどころがヒョウ柄だったのと、シャンデリアがぶらさがっていたのは、普通じゃないけど。

　映画とかで見る、昭和のラウンジとかキャバクラとか、そんな雰囲気。

　室内の様子を振り返りながら服を脱いでいたら、緊張がぶり返してきた。服を脱ぐ指先が震える。

　どうして私、かわいがってくださいなんて際どい冗談を言ってしまったんだろう。

　なんて後悔しても、もう遅い。本番になってしまっているんだから。

　ここまで来たら、覚悟を決めるしかない。

　初めての相手が大好きな津山さんなんて、最高過ぎる。

　さわやかイケメンの上司と一夜限りのめくるめく瞬間なんて、はちゃめちゃにロマンチックで切なくて、ドラマみたい。

　なんて、自分に言い聞かせながら全裸になって、浴室に入った。

　湯気が室内にこもっているのは、津山さんがシャワーを浴びたから。

　ここで、津山さんが体を洗ったから。

　ふわぁあ……やだ、心臓がギュッとした！

　恥ずかしいけど、なぜか頬がにやけてしまう。

　ほんのりと興奮して、鼻がふくらんでしまった。

　私ってば、もしかして性欲が強い？

　いやいやいやいや。

　大学の友達から、積極的に彼のアレをしゃぶったとか自分から誘ったとか、車の中でヤッたとか、色々と濃厚な話を聞いたし、普通だよね。うん、きっと普通！

　髪を洗って、顔を洗って……すっぴん見せて幻滅されないかな。ブサイクではないけど、化粧で目をかなり大きく見せているから。

　お風呂を出てから、化粧をし直す？　いや、化粧道具はベッドの上に置いたカバンの中だ。それに、エッチする前に化粧をするなんて聞いた事がない。

　体は入念に洗った方がいいよね。耳の裏とか、脚の指の間とか……大事な部分もしっかり磨いておかなくちゃ。

　匂いとか、大丈夫かな。みんな、どのくらい念入りに洗っているんだろう。ドラマなんかだと、シャワーも浴びずに衝動的にエッチしちゃうってシーンがけっこうあるけど、気にならないのかな。

　いや、あれは感情がうんと昂っているからで、こういう時とは違うよねぇ。

　あぁ、もう……バクバクが止まらない。

　あんまり長く入っていたら、変だと思われるよね。この辺で体を洗うのを止めないと、擦りすぎで肌が真っ赤になっちゃうし。

　はぁ。

　ときめきと不安に挟まれて、心臓がぺしゃんこになっちゃいそう。

　脱衣所に戻って体を拭いて、ドライヤーで髪を乾かす。洗面台に用意されている化粧水やアメニティが充実しているということは、友達から聞いて知っていた。計画的でなく、突発的にそういう気分になって利用した場合、準備のない人がほとんどだから助かるって。

　敏感肌ではないから、ありがたく使わせてもらうことにする。

　化粧水を肌になじませてから、下着に手を伸ばして考える。

　体を洗ったのに、一日身に着けていたショーツを履いたら、また汚れない？

　バスローブ姿の津山さんが、眼裏に浮かんだ。

　彼は、下着を履いているの？

　しばらく悩んで、ショーツだけ身に着けることにした。いかにもヤル気ですって思われるのもイヤだし、ブラジャーまで着けたら経験がないってバレそうな気がしたから。

　バスローブを羽織って帯を締めて、脱衣所を後にする。

　おまたせって言いたいけれど、喉が異様に乾いていて声が出せない。

　ベッドに座っていた津山さんが立ち上がって、にっこりした。右手を差し出す津山さんは、おとぎ話の王子様みたいだ。夢の中にいるような、ふわふわとしたパステルカラーの気分になって、現実味のない空間に迷い込んだ気持ちでフラフラと近寄る。

　腰に腕を回されて引き寄せられて、頬に手を添えて見下ろされたら、彼の瞳に釘付けになってしまった。

　ああ、なんてかっこいいんだろう。

　ため息がこぼれた唇に、柔らかいものが押し当てられた。

　あ、キスされてる。

　ふわぁっと体が広がった気がした。

　解放感とは少し違う。

　春の訪れを肌で感じて、意味もなくウキウキしてしまう感覚にとても似ている。

　優しく何度も唇をついばまれて、うっとりと目を細める。陽だまりの中で、うとうとしているような幸福感。

　与えられる心地よさに浸っていたら、腰を包む彼の腕に力が込められて、津山さんの胸に体が引き寄せられた。

「かわいい」

　彼のささやきが胸に染みこむ。かわいいなんて形容詞を使われたの、何年ぶりだろう。照れくさくなって肩をすくめると、目じりにキスをされた。

　体がぴったりくっつくと、以外とがっしりしているのがわかった。バスローブに隠された素肌を見たくなる。

　ダンスをしているようにリードされて、ベッドに移動した。そっと優しく押し倒されて、帯の結び目に指をかけられる。

「いい？」

　静かな確認に、無言で首を縦に動かす。さっきまで体中に満ちていた緊張が消え去って、ただ彼と触れ合いたいって望みに変わっていた。

　布のこすれる音がして、腰のあたりが緩くなって、唇を舌先でなぞられた。

　ディープキス、するんだ。

　察して、薄く唇を開いた。彼の舌が私の舌に触れて、ビクッと震えた。

「感じやすいの？」

　ささやかれて、ぼんやりと彼の瞳を見つめる。初めてだから、わからない。余裕の笑みを浮かべたらかっこいいんだろうなとは思うけど、できなかった。

　クスッと笑った津山さんの舌が、私の口の中に大胆に侵入した。上あごをくすぐられて、口の中に溜まった空気が鼻から漏れる。

「ふっ、ふ……ぅ、ふぅ……っ、んっ」

　湧き出た唾液を、飲もうと思ったわけじゃなく自然と呑み込んでしまったら、彼の舌を吸ってしまった。そのとたん、おへその奥から脚の間にかけて甘い痺れがポツッと生まれて、じんわりと温かくなった。

　なんだろう、これ。

　よくわからないけれど、不快じゃない。むしろ心地いいかもしれない。津山さんが与えてくれるものに反応して、私の中にあったのに気がついていなかったものが目覚めていく。

　口の中が津山さんでいっぱいになって、頭の芯がぼんやり溶けて、女丘の下がヒクンと震えた。

「は、ぁ」

　唇が離れて、じっと瞳の奥を覗き込まれた。津山さんの目が艶やかに濡れていて、その奥にギラギラしたものが光っている。産毛が逆立って、津山さんに捕食されたくなった。

「津山さん」

　考えたわけじゃなく、口が勝手に名前を呼んだ。

「うん」

　うなずいた津山さんにバスローブの胸元をはだけられ、あらわになった首筋を吸われた。

「あっ」

　見なくても、キスマークをつけられたのだとわかった。彼の頭に手を乗せて、もう片手でシーツを握る。肩から鎖骨に移動した唇が、乳房まで進んで右の乳頭に到達した。

「は、ぁ……っ」

　乳首をチュクチュク吸われると、愛おしさがあふれるように湧き出した。左の胸先に指が触れて、尖った周囲の色づきをクルクルとなぞられる。くすぐったさと快感が交互に現れて、ムズムズした。

「ふぁ、あっ、あ……ぅふ」

　胸をいじられているのに、なぜか脚の間が甘痒くなって太腿を硬く重ねた。それでも収まらなくて、じっとしていられなくなって腰が揺れる。乱れるバスローブから腕を抜かれて、素肌の腰を撫でられると淡くて甘い痺れを覚えた。

「ぁ、はぁ……っ」

　乳首が腫れそうなくらい、たっぷりと吸ったり舌で弾かれたりして、ジンジンとした快感に包まれる。いくら唇でもてあそばれても足りなくて、少しでも刺激が途切れるともどかしく感じて身をよじった。ぷっくりと硬くなったのが自分でもわかるほど、乳首の存在感が増している。

　ふいに背中を撫でられて、雷に貫かれたような強い衝撃がビリッと走った。

「ひぁあんっ！」

　高い悲鳴を上げて、背中を反らして跳ねると脚が開いた。津山さんの体が太腿の間に入って、グッと体を押し付けられる。

「あっ」

　硬いものが割れ目に当たって、それが何かを認識した瞬間に全身の毛穴から汗が噴き出した。

　津山さんの、興奮したアレだ。

　一気に緊張が駆け巡る。固まっていると胸から顔を上げた津山さんが、子ども相手にするようなしぐさで私の頭を撫でてくれた。

「少し、待ってて」

　柔らかくて、とろけるような声音に緊張をなぐさめられた。

　言葉の意味がわからなくて、視線で質問をする。津山さんはほほえみを浮かべて、額にキスをくれてから体を離した。

　笑みを浮かべたまま、ベッドから離れる彼を見つめる。

　どうしたんだろう？　これで終わりのはずは、ないよね。

　もしかして、経験がないってことに気がつかれた？　流されるばっかりで、何か彼にしたほうがよかったのかも。だけど、そんな余裕なんてなかった。それで処女だって感づかれて、やっぱりやめようって思われたとか……だったら、どうしよう。

　目で彼を追った。均整の取れた背中のラインがモデルみたいだ。ドラマの中のワンシーンを見ている気分になって、彼を見つめる。

　カバンから財布を取り出した津山さんは、小銭を手にして部屋の隅にあった小ぶりな金庫サイズの何かにお金を入れた。カタンと軽い音がして、何かを購入したんだとわかった。

　あ、もしかして。

　彼が取り出したのは、黒い箱に銀色の文字が描かれている小箱だった。

　きっとあれ、コンドームだ。

　箱を開けて、中身を取り出した彼を見ていると羞恥が湧いてきて、目を反らした。何かをしている物音を聞きながら、男のアレに装着しているのだと察する。

　離れたのは繋がる準備をするためで、私が処女だってバレて、やっぱりやめようって思われたんじゃないとわかって、ホッとすると同時に緊張がよみがえった。

　いよいよ、処女喪失の瞬間がやってくるのだ。

　彼にいじられた両方の乳首や、押し当てられた割れ目だけじゃなく、背中やわき腹、ふくらはぎや二の腕までが、奇妙なわななきを覚えた。

　近づいてきた気配がおおいかぶさってきて、視線を上げる。

　バスローブを脱いだ津山さんが目の前にいる。おだやかな笑みを浮かべているのに、瞳は肉食獣みたいに鋭くて、雄々しさに心音がどきどきうるさい。きっと彼は全裸だと確信しながら、彼の顔から視線を外せない。彼の全身を確認するのが少し、怖い。

　両手で頬をつつまれて、キスをされた。

　あやすような、甘やかすような優しいキス。舌で唇をなぞられて、歯裏をくすぐられたら緊張がほぐれた。体がふやけて、下腹が熱くなる。ヒクヒクとお尻が震えて、女の印が濡れたのがわかった。

　キスをされたまま、体を撫でられる。肌を滑る指が心地よくて、甘えたくなった。触れられて気持ちがいいって、彼に伝えたい。心の底から感じているって、示したい。もっともっと、津山さんに夢中になって、彼が与えてくれるものを全身で味わいたい。

「っ、あ……っ、津山さん」

　想いのままに津山さんの首に腕を回して、唇を押しつける。自分からも舌を伸ばしてみたら、彼の舌が絡みついた。

「ふ、ぅ……ぅう、ふ……は、ぁあ」

　体中に触れてほしくて、アピールするために体を揺らす。もっともっと、津山さんにかわいがられたい。

　彼の指がショーツにかかった。膝までずらされて、彼が腰を持ち上げる。どうすればいいのか理解して、彼の浮いた腰と私の体の間にできた空間に、膝を折って持ち上げた。膝で止まったショーツが、さらに引き下げられて脚から抜ける。ショーツを外した彼の手が膝に触れて、脚を割られた。

　このまま挿入されるのかなって思ったら、膝にあった手が内腿を這い上がった。指先で割れ目をゆっくり上下になぞられて、くすぐったさに身をよじる。

「ぁ、は……っ、ふ、ぁん」

　うっすらと耳に届く彼の指がたてる下肢の濡れ音が、なぜだかとってもうれしい。きっと好きな人と繋がる準備をしているからだ。

　私が津山さんを求めているって、音を通じて彼に伝わっている。もっともっと伝わってほしくて、彼の指に合わせて腰を揺らした。

　ゆっくりと、津山さんの指が私の中に沈む。入り口の内側をくすぐるように撫でられて、反射的に脚を大きく開いた。指がさらに深く沈んで、泳ぐような動きで内壁をかき乱された。ピチュ、パチュッと響く淡い濡れ音と共に、甘痒い快感に体を開かれる。

「欲しがってくれているんだね？」

　うれしそうに彼に言われて、うなずいた。

　そう。

　私はとっても、津山さんが欲しい。

「ありがとう」

　頬にキスをされて、二本に増えた指で割れ目を広げられた。クチュ、プチュッと濡れ音がさっきよりも大きくなって、自分の奥が空洞になった気分になる。そこを津山さんで埋めてもらいたくて、陰唇がムズムズした。指でまさぐられているよりも、もっと深い場所が津山さんを求めてモジモジしている。

　指がスイッと前方に移動して、二本の指で大きく広げられたかと思うと、自分でも意識していなかった敏感な場所を弾かれた。

「ひぁあうっ！」

　目の奥がチカチカして、頭の芯が痺れた。指先で陰核をピンピンと弾かれるたびに、腰がビクンビクンと跳ねてしまう。

「あはっ、は、ぁ、ああ……あっ、そこっ、あ、ああ」

　気持ちがよすぎて、うっすらと涙の膜が広がった。潤んだ瞳に映る津山さんの笑顔は、劣情いっぱいで怖いくらいに色っぽい。ジュンッと女の部分がたっぷり濡れて、心と体が津山さんを求めてふくらんだ。

「津山さっ……あっ、は、ぁ」

「今は、下の名前で呼んでほしいな……義明って」

　少し乱れた彼の声に、ゾクゾクッと背骨が震えた。おそるおそる、呼んでみる。

「よ……しあき、さん」

「呼び捨てで」

「義明」

　無言で「うん」と首を動かした彼の目じりが、うれしそうにとろけてる。彼につられて唇がほころんで、素直な笑顔になれた。

　普段なら反発するか、しかたがないから呼び捨てにしてあげるというような、生意気な態度を取っていただろう。でも今は、そんな私はいなくなっていた。

　ありのままの私で、接している。

　うれしくなって、はしゃいだ気持ちのまま彼に抱きついてキスを返した。割れ目に隠れていた突起を指の腹で擦られて、興奮に小鼻がふくらんだ。いじられる花芯がキュンキュンときめいて、全身が悦楽で痺れてしまう。体の奥まで艶めいた震えに支配されて、喜びの液がとめどなくあふれ出る。小刻みにこねくり回されて、ビクンビクンと背中が波打つ。

「は、あぁんっ、あっ、ふぁ……ああっ、あん」

　気持ちがいいのに物足りなくて、歯がゆくてしかたがない。もっとして欲しいのに、体の奥の空洞がどんどん大きくなっていく。

「ぁ、ああ、義明……っ」

　欲しいと言えばいいだけなのに、はっきりと言うことができないのはどうしてだろう。

　初めてだから？

　恥ずかしいから？

　彼から先に、求めていると示されたいから？

　考える端から、愛撫のせいで思考がシャボン玉みたいにパチンと弾けて消えてしまう。

「ゆかり」

　ふいに呼び捨てにされて、心臓が大きく跳ねた。津山さんを見つめると、照れくさそうな笑顔をしていた。

　だけど、目だけが獲物を見つめる肉食獣みたいに鋭い。

　いよいよなんだな、と直感した。

　うなずいて、大丈夫だと示す。

　私も、津山さんが欲しい。

　アイコンタクトが伝わったのか、指が内側から離れた。代わりに、指より太くて硬いものが割れ目に押し当てられる。

「入れるよ」

「うん」

　返事は、期待と不安で震えた声になってしまった。クシャッと笑みに表情を崩した津山さんにキスをされる。

　大丈夫だと伝えたくて、軽くキスを返した。

　津山さんの体が動く。

　一気に貫かれるかと思ったのに、彼の切っ先は入り口付近にちょっと沈んだだけで止まった。腰を小刻みに揺らす彼の先端で、私の内側を擦られる。

「ぁは、は、あぁ……あっ、ふ」

　指でまさぐられた時とは違う、淡くて甘くて痺れるような心地よさが、全身にざわざわと広がっていく。大きなもので入り口を上下左右に擦られて、肉花がヒクヒクと痙攣しているのがわかった。

「は、ぁんっ、あ……は、ぁあ」

　指でされている時よりも大きな濡れ音がして、先っぽがツンツンって奥への入り口をつついてくる。そのままズブッと来てしまっていいのにって思っていたら、隘路をググッと押し広げられて、体中の空気が喉にせりあがってきた。

「あ、は……はぁ、あっ、ああ」

　喉で空気が渋滞して、うまく吐けない。もがいていたら、腰をグッと持ち上げられた。

「はぁ、あっ……っは」

　首が伸びて、詰まっていた空気が口から抜ける。ホッとした体から力が抜けた瞬間、圧迫がさらに奥へと進んで、プッと軽く糸が切れたような、薄い膜が破れたような音が体内で鳴った。

　あ、これ……処女膜だ。

　ほんの一瞬、理解が脳裏によぎった。衝撃はすぐに薄れて、ほんのりとした擦り傷程度の痛みが生まれた。次に広がった熱さが痛みを呑み込んで、破瓜の淡い痛みを含んだ熱が全身に広がっていく。

「は、ぁあう……ふっ、ぁ、ああ」

　グンッと内側から押し上げられて、頭の先まで貫かれているような衝撃に見舞われる。ぽっかりと広がっていた、津山さんを求める空洞を埋めてもらえた喜びでいっぱいになって、彼の首にしがみついた。

「あ、ああっ、はぁ……あっ、ああんっ、あ、ああ」

　自分の声とは思えないほど、高くて鋭い、だけど掠れてはかなくもある悲鳴が、突き上げられるたびに口から飛び出る。声を抑えようなんて気は起きなくて、恥ずかしいとも感じなくて、ただただ津山さんを受け入れているんだと彼に伝えたいって思いだけがあった。

「ゆかり」

　荒く乱れている息の隙間で名前を呼ばれて、幸福が体中にみなぎった。なんて最高の気分なんだろう。

　ひとつになって、隅々まで求められて、受け止めて――。

　内側の自分を全面にさらけ出す解放感と、全力でたわむれる恍惚って言ったらいいのかな。

　周りの目なんて気にせずに、思いっきり好きなことをしている感覚。

　ひとりじゃなく、大好きな人と力いっぱい遊んでいるみたいな。

「ああっ、津山さ……っ、つや、あっ、ああ」

「義明、だよ……ゆかり」

「んっ、ん……よし、あきぃ」

　優しくささやかれて、小さな子どもみたいな気分で名前を呼んだ。力いっぱい甘やかされて、どんどん喜びが湧いて出て、体がトロットロに溶けていく。。

　なんて極上な心地なんだろう！

　頭の芯が甘美に痺れて、うれしくてうれしくてたまらない。

　体の中心を支えてくれる大きな存在が頼もしくて、愛おしくて抱きしめて抱きついて、もっともっと仲良しな行為をしたくなる。

「は、はぁううっ、あっ、ああ……義明ぃ、あぁ」

「んっ、ゆかり……かわいいよ、最高にかわいい」

　嬌声を響かせて、私は無心に全身で津山さんに絡みついた。腕と脚で彼につかまって、体の内側でもしっかりと彼にすがりついて。

「あっ、あぁ……は、ぁあうっ、あ、あぁあ」

　首筋にキスをされて、ますますうれしくなっていく。これ以上ないくらいの喜びに満たされているのに、彼はさらなる喜悦を与えてくれる。

　際限なく与えられて、気持ちが空へと昇っていく。体もどんどん高みへと連れていかれて、体の中心に生まれた光がぐんぐん大きく育っていく。

「あっ、ああ……義明っ、あ、あぅうっ」

　得体のしれない感覚は恐ろしいけれど、津山さんと一緒になって育てているのだと思うと安心した。

　私と彼は、同じところを目指しているんだ。

「義明ぃ、ああ……よ、しあ……きっ」

「ゆかり……ゆかり」

　うわごとみたいに呼び合って、揺さぶられる合間に唇を重ねたり首筋や肩にキスをされたり。

　じゃれ合う子犬になったみたい。

　勇躍する彼に揺さぶられて、ふくらんでいく幸福と愉悦が音になって唇からあふれ出る。頭の芯がふわふわしてきて、体中が極上の心地よさに支配された。まるでパンパンにふくらんだ風船のよう。ふたりでなければ到達できない場所へと、ぐんぐん昇っていく。

「ふぁっ、ああ……っあ、は、ぁうんっ、あっ、あ……っ、ああ」

「んっ、ゆかり」

　彼の腰が大きく動いて、内側の壁をかき混ぜられた。これ以上ないくらいに張り詰めた快感の風船がはじけ飛ぶ。目の奥で花火が咲いて、全身に電流が駆け巡った。

「あっ、あぁああああ――――っ！」

　細くて長い悲鳴を上げて、ビクンビクンと痙攣する私の奥が窄まって、ギュウッとナカにある彼を絞った。

「クッ」

　グッと彼の 体がこわばって、短いうめきとともに熱い波が押し寄せてきた。じわっと広がった体温よりも高い熱は、彼の気持ちの欠片なんだって感じられた。

「は、ぁ」

　恍惚の吐息をこぼすと、体の力が勝手に抜けた。さわやかで充足した疲れと気だるさが、毛布みたいに私をくるむ。

　目を閉じて深呼吸をしていると、温かな体に抱きしめられた。ほんのりと汗の香りが鼻孔に触れて、互いに汗をかくほど全力でたわむれたんだなって頬がにやけた。

　彼の背中に腕を回して、抱き合ったまま静かな呼吸を繰り返す。

　何もかもを出し切った満足感を、じっくりと引き寄せて味わう時間は日向ぼっこに少し似ていた。

　どのくらい、そうしていただろう。ゆっくりと彼が抜けて、熱い痺れが下半身に残った。

　目を開けると、包み込むような瞳と幸せをかみしめているような笑顔があった。

　ああ、好きだなぁ。

　ぽわんと浮かんだ気持ちのままに、へらっと笑うとキスをされた。

「ゆかり」

　マシュマロみたいな甘くて柔らかい声音で呼ばれて、心がふんわりした。満ち足りた気分で目を閉じる。

　トンッと軽く何かの合図のように肩を叩かれて、彼が離れていく気配を感じた。待っていて、という意味のような気がしたから、このまま目を閉じて余韻を味わうことにする。

　軽い扉の開く音がして足音が聞こえなくなると、ひんやりとした喪失感が訪れた。

　津山さん、シャワーを浴びに行ったのかな。

　ぼんやりと考えながら、現れた喪失感の正体を追いかける。

　寂しいというのではなくて、一緒にいて楽しかったなぁって反芻する気分に似た心地いい空虚。

　体の中にまだ彼がいるような、ほんのちょっぴりの違和感と、内側で淡く疼いている軽い痛みと……って、痛み!?

　ハッと気づいて体を起こす。

　そうよ！　私、初体験だったんだ。

　初めては痛いって聞いていたけど、思ったほどの痛みじゃなかった。

　じゃなくて！

　血！

　初体験だって証拠が、出ちゃってるんじゃない!?

　慌ててシーツを確認して、赤くて小さなシミを見つけて蒼白になる。

　ど、どどど……どうしよう。

　これを見られたら、処女だったってバレてしまう。

　ざっと部屋を見回して、彼の姿が見えないことを確認した。シャワーの音がほんのり聞こえて、お風呂に行っているのだとわかった。

　今のうちに、なんとかして赤いシミを消してしまわないと。

　でも、どうやって？

　シーツをはがして洗うにしても、洗面台は脱衣所だし、お風呂に持っていくと津山さんと遭遇しちゃうし、どうやって血のシミを落とせばいいんだろう。

　なんとか、彼にばれないように処置をするには……そうだ！　カバンの中にウェットティッシュがあった。アレでなんとかできますように。

　動くと、脚の間の違和感が強くなった。彼と繋がり、処女を失った証拠の熱っぽい痛みを抱えつつ、祈りを込めてカバンに手を伸ばし、ウェットティッシュを取り出した。

　三枚くらい一気に引き出して、シミの部分をつまんで擦る。水分が浸透して取れますようにと願いながら擦っていると、津山さんが戻ってきてしまった。

「ゆかり？」

　タオルを手にした津山さんが、キョトンとしている。

　するよね、そりゃあ。素っ裸でシーツをつまんで、ウェットティッシュでゴシゴシしている姿を見たら――。

「あ、えぇと、これは……っ、その、そう！　あの、アレだったんです……はっ、排卵期！　それで、ちょっと血が出てしまって……っ、だから……そのっ」

　言いながら、顔から火が出そうになった。処女だったことを隠したいけど、生理っていうのもおかしいし、何か言い訳になるものないかなって慌てながら頭を巡らせた結果、出てきた言葉が排卵期。

　こんなの、絶対に引かれてしまう。

　恥ずかしくて真っ赤になった直後に訪れた後悔で、ザァッと血の気が引いて真っ青になった。

　何やってんのよ、私。

　心の中で頭を抱えて叫びつつ、表面上は頬をヒクヒクさせながら、なんとか平静を保とうと笑顔を作る。

　わかったと言いたげに首を縦に動かした津山さんが、私の傍に来る。

「疲れているかなって思って、体を拭こうと思ったんだけど」

　差し出されたタオルは、温かく濡れていた。拭こうと思ったって、事後の汗の処理までしてくれようと思ったってこと？　やだ、優しい……じゃなくて！

「あ、ありがとうございます」

　そっけない声が出てしまった。

　私ってば、かわいげがないどころかマイナスな態度を取ってしまうなんて最悪すぎる。

　こんなんじゃ、幻滅されてしまう。

「大丈夫だと思うよ」

「何が、ですか」

「その、血……そのままでも」

　言いづらそうな津山さんの様子に、恥ずかしくなってきた。

「そう、ですか。それなら、いんですけど」

「気になるなら、チェックアウトの時に伝えておくから」

　提案はうれしいけれど、どんな顔して津山さんは伝えるつもりなんだろう。私が言いますと答えるべきなんだろうけど、言えそうになくてうつむく。

　なんか、気まずい。

「辛くない？」

　ぽつりと言われて、ドキッと心臓が飛び出そうなほど跳ね上がった。

　まさか、処女だったって気づかれて、心配されてる？

「な、なんでですか」

「その、血が出るってことは……しんどいのかなって」

　眉根を下げて、申し訳なさそうな表情を浮かべる津山さん。単に体調を気遣ってくれているだけと知って、ホッとする。どうやら、バレてないっぽい。だけど、ここからどうしよう。どうやって、切り抜けよう。

　そうだ。彼がお風呂から出てきたんだから、私もお風呂に行けばいいんだ。

　目の端に映ったショーツに手を伸ばして、ベッドから降りた。

「シャワー浴びてきますね」

「えっ、あ……うん」

　とまどっている彼を目の端に映しつつ、ベッドから降りてお風呂に向かう。

　駆け込みたい気分満載だけど、余裕の態度を心がけつつ足早に脱衣所に入って扉を閉めた。

「はぁあ～」

　体から力が抜けて、その場に座り込む。ガクリと床に手をついて、目を閉じた。動揺しすぎて、ぎこちない態度になってしまった。失礼だって思われていたらイヤだなぁ。

　というか、本当に私……津山さんとエッチしちゃったんだよね。

　確かめるように、そっと下腹に手を置いた。

　体の中心に違和感があって、彼と繋がった現実をつきつけてきた。

　イヤってわけじゃない。

　むしろ、うれしい。

　床から手を放して、なぜか正座になった私は天井を見上げて、しみじみした。

　本当に、気持ちが良かったなぁ。

　キスをされた時、ドキドキした。

　口の中をいっぱい舐められたら、くすぐったくてムズムズした。うれしくて身もだえていたら、首筋にキスをされて、それで――。

　あっ！

　思い出して立ち上がり、洗面台の鏡で確認する。

「やっぱり、ついてる」

　首の付け根に、くっきりとキスマーク。

　指先で撫でると心臓がキュウッと切なく絞られて、甘い気持ちが広がった。

　体の奥に残っている感覚とは違う、目に見える形での津山さんが私を愛してくれた証拠。

　ボッと頬が熱くなると、鏡の中の私も真っ赤になった。照れくさくて身を縮めたら、重なった内腿が濡れていることを思い出した。

　彼を歓迎した喜びの液で、濡れている。

　照れくささと恥ずかしさが湧いてきて、浴室に飛び込んで頭からシャワーを浴びた。

　私、津山さんとシちゃったんだ。

　現実だとわかっているのに、心がふわふわとして夢を見ているみたいな気分。

　にやけてしまう自分を持て余して、ソワソワした気持ちのままにわざと乱暴に髪を洗って、たっぷりと泡立てたタオルで体をゴシゴシ擦って、シャワーで流した。

「ふぅ」

　息を吐いて、脱衣所に戻って体を拭いた。ショーツを履いて、洗面所に置いておいたブラジャーを着けて、ドライヤーで髪を乾かす。

　服を着ると襟の大きく開いたカットソーから、ばっちりとキスマークが見えていた。

　季節は三月。襟のついているスプリングコートとストールを合わせておいてよかった。これが暑い季節だったら、隠せなかった。

　というか、キスマークってどのくらいで消えるんだっけ？　とりあえず明日の出勤は、首元が隠れるファッションにしなくちゃだよね。

　脱衣所から出たら、津山さんはどんな顔をしているんだろう。私、どんな顔で彼の前に出たらいい？　男慣れしている女って、こういう場合はどんな態度を取るものなのかな。記憶の中を探ってみても、これだというものが出てこない。ていうか、こんなふうにゴチャゴチャ考えていたら、何か変だなって思われてしまいそう。どうせ出ていかなくちゃいけないんだから、ウダウダと悩んでいないで、えいやって出てしまうほうがいい。

　えいやっ！

　脱衣所の扉を勢い良く開けると、ベッドに座っている津山さんの視線が、私に向けられた。とっさに視線を外してしまった自分をなじる。

　バカバカ。ここは余裕の笑みを浮かべて、お待たせって言うシーンでしょ！　こんなんじゃ、慣れてない感バレバレじゃない。

　頭の中で理想の行動を浮かべてみても、体はちっとも動いてくれない。

　じっとしていると、気配が動いて近寄ってきた。顔を上げなさいって自分にいくら言い聞かせても、首は固定されたままだ。

　どうしよう。変に思われてしまう。

「もしかして、後悔してる？」

　静かで、少し揺れている彼の声にめまいを覚えた。ひそかに憧れていた相手が、私の反応を気にしてくれている。

　ほのぼのとみぞおちのあたりが明るく、温かくなって口元が緩んだ。

　ああ、私……津山さんが好きなんだなぁ。

　セックスの後にも、ふわっと自然に浮かんだ想い。

　深い場所から湧いてくる、恋心。

　自分がすっごい乙女みたいで、恥ずかしいけど楽しくて、彼の胸に飛び込んで甘えたい。

　だけど、でも……長年ずっと演じてきた偽りの――男慣れしていて、勝気で、たくさん遊んでいる風の――私が邪魔をする。

「後悔？」

　フンッと鼻で笑った私が顔を上げる。

　ちょっと待って！　こんな顔をしたいんじゃないの。落ち着いて、表面の私。今は誰も見ていないんだから、素直な私になってもいいじゃない。

　心の中で、恋しい人に処女をささげた乙女の私が叫んでも、表層の私は聞く耳を持ってくれない。

「誘ったのは、私ですよ？　まさか、乗ってくるなんて思わなかったから、ビックリはしましたけど」

　ちょっと！　私ってば、何を口走ってるの!?

　心の中で絶叫しながら、目を丸くして瞬きを繰り返した津山さんの横をすり抜け、ベッドわきの椅子にかけておいたコートとストールを手に取った。身に着けながら、背中越しに話し続ける。

「もうすぐ終電なんで、帰りますね。ホテル代、折半でいいですか？」

　カバンから財布を取り出して、いくら払えばいいのか考える。ホテル代、いくらだっけ？　折半とか言っちゃったけど、金額なんて見てないよ！

「いや……いらないよ」

「じゃあ、お言葉に甘えますね」

　ホッとしつつ、彼のうろたえた声に心臓がズキズキ痛んだ。

　ほんっと、かわいくない私。

　こういう時くらい、なんかもっとこう……妄想でいっぱいしてきたような、漫画とかドラマとかで摂取した甘い雰囲気的なものを発揮できないの!?

　津山さんの顔を見る勇気が出ないまま、うろたえている気配を感じつつ、颯爽とした足取りで――内心は心臓バックンバックンの冷や汗ダラダラで――ショルダーバッグを肩にかけた私は扉に向かった。

「じゃあ、お疲れさまでした」

「あっ、ゆか……」

　〝り〟が聞こえる前に扉を閉めて、ダッシュでホテルを飛び出した。ローヒールのかかとを鳴らして駅に向かい、改札に飛び込んでホームで息を整える。

「はぁ……はぁ」

　電光掲示板を確認し、終電まではまだ少し余裕があるとわかったら、後悔が押し寄せてきた。

　もっと、津山さんと過ごしていたかったなぁ。

　かわいい態度でもっと一緒にいたいって伝えて、ずっと好きでしたって告白して。

　そうしたら、甘い雰囲気を味わえたかもしれないのに。

　勝気な女という偽りを貫いてきた私には、なんて高いハードルなんだろう。せっかく津山さんが、私の誘いに乗ってくれたというのに。

　自分に呆れて、吐息が漏れる。

　電車がホームに到着して、乗り込んだ。空いている車内の真ん中あたりに移動して、腰掛ける。

　膝に乗せたショルダーバックを握りしめ、目を閉じて津山さんの声を耳奥によみがえらせた。

　荒くかすれた声で、名前を呼んでくれた。

　――ゆかり。

　ゾクッと背筋が震えて、背骨にハチミツが垂れているみたいな甘くてとろっとした心地になる。

　甘くて、切なくて、優しくて、恋しい。

　じっくりと味わっていると、自分以外のなにもかもが遠ざかっていった。与えられたものに意識を奪われる、夢の中に閉じ込められているような感覚。

　このままずっと、浸っていられればいいのに。

　願ってみても、耳はしっかりと車内アナウンスを捉えた。

　最寄り駅を告げる声に我に返って、まばらに乗ってくる人の隙間を抜けてホームに降りた。

　気づくのがあと少し遅かったら、乗り過ごしているところだった。

　見慣れた改札が、普段の私に戻してくれる。

　ありがたくもあるし、迷惑でもある。

　拗ねながら改札を抜けて、家路を急いだ。さっさと帰って眠ってしまおう。変な期待を抱いたりせずに、一夜限りの奇跡の出来事だったって、現実の中の夢にしなくちゃ。

　でないと、明日からどんな顔して出勤すればいいのかわからない。

　いつもお店に津山さんがいるわけじゃないけれど、明日は様子を見るために顔を出しに来そうな気がする。打ち上げの後だし、次のシーズンの展開も決めなくっちゃいけないから。

　これは一夜の夢物語。これから続くと思っちゃいけない。妄想がたまたま現実になっちゃっただけで、幻みたいな感覚なんだ。

　本気にしちゃいけない。

　本気にしたら、きっと大変なことになる。浮かれて、勘違いだったって気がついて、打ちのめされて、仕事に行けなくなっちゃいそう。

　そんなことにならないように、しっかり現実と向き合わなくちゃ。

　気持ちがソワソワして落ち着かない。

　家に戻る前に、特に意味のない何かがしたくてたまらなくなった。

　駅から徒歩十二分のマンションの一階は、コンビニになっている。別に欲しいものはないけれど、何かを買って帰ることにした。

　店に入って、目的もなく棚を眺めて歩く。お菓子もスイーツも、まったく気が引かれない。通り過ぎて、奥の冷蔵コーナーの前に到着した。

　品薄になっている総菜やお弁当のコーナーに残っていた、野菜たっぷりの食べるスープを手に取った。明日の朝ごはん、これにしよう。

　他に買いたいと思えるものが、見つからなかったし。

　レジを済ませて店から出て、店舗入り口の隣にあるマンションのエントランスに入った。

　ポストを確認して、投函されているチラシを手にしてオートロックの鍵を開ける。

　浮かれた心地を阻害されそうな気がして、エレベーターの中に閉じ込められたくなかったから、横の非常階段の扉を開けて階段を上った。

　六階まで上がると、さすがに少し息切れしてしまった。だけど、この疲れが余計な思考の邪魔をして安眠させてくれるはず。

　部屋に入って全裸になって、軽くシャワーを浴びてから新しいショーツと寝間着に着替えた。脱いだものを洗濯籠に入れて、買ってきたものを冷蔵庫に入れている間に、打ち上げで思ったよりもお酒を飲んでしまった結果、酔っぱらって浮かべた妄想を現実と勘違いしているんじゃないかって気になった。

　うん。だよねぇ……津山さんが、私になびいたりはしないよねぇ。

　思えば今まで、冗談でも男の人を誘ってみたことは一度もなかった。

　彼を誘ったところから、酔った脳みそが作り出した夢だったんだ。

　そう考えると、なんだかいろいろとしっくりきて、私は落胆と安堵に包まれた。

　なぁんだ、そっかぁ。

　ふふふと寂しい笑を浮かべてベッドに上がり、ゴソゴソと布団の中に沈み込む。

　うんうん。夢だ、夢。それか、妄想。

　だって、津山さんが私の誘いに乗るなんて……ううん、きっと津山さんは、誰の誘いでも断るはず。悪い冗談はやめたほうがいいよって、軽くお説教めいた注意をして、それで何事もなかったかのように「おつかれさま」って挨拶をして、駅へと向かう。

　ああ、なんて現実的。

　きっと、それが現実だったんだ。

　脚の間にほんのり残る違和感は、ホルモンバランスがどうにかなっているとかで、たくましい想像力と結びついて、それっぽい気がしているだけだ。

　ああ……きっと、そう。

　そうに決まっている――よね。






第二章　現実と妄想と理想のはざま








　目覚まし時計の音に目を開けて、むっくりと起き上がる。頭がずっしり重くって、体がだるい。生理前でもないのに、なんでだろう。

　モソモソと布団から這い出して、ベッドから出る。ふらふらと浴室に入って洗面台の鏡に映る自分に、ポカンとした。

　首元に、紫がかった赤いアザがある。

　昨夜の記憶が一気に脳裏によみがえって、のけぞった。

　口元をワナワナと震わせながら、とりあえず顔を洗う。

　やばい、どうしよう。

　寝る前に妄想だって言い聞かせたけど、現実だった。

　私、津山さんをホテルに誘って、誘いに乗った彼と初体験をしたんだ！

　脚の間が「そのとおり」と言いたげに、ヒクッと動いた。

　気持ちがソワソワして、落ち着かない。だけど、動揺したって現実は変わらない。

　私、本当に……シちゃったんだ！

　と、とりあえず……朝ごはんを食べよう。

　冷蔵庫の中から、昨夜買っておいた食べるスープを取り出してレンジで温めつつ、コーヒーの準備をする。

　思いっきり苦いコーヒーを飲めば、落ち着くかもしれない。

　電気ケトルがパチッと鳴って、お湯が沸いたと教えてくれる。多めにインスタントの粉を入れたマグカップにお湯を注いで、スプーンでかきまぜた。

「にっが！」

　粉っぽいし味が濃くって飲めたものじゃない。だけど、頭はスッキリしそう。

　牛乳を少し入れて、また口をつける。

「うう……おいしくなぁい」

　うめきながらも飲み干して、レンジの中から食べるスープを取り出した。テーブルに置いてスプーンを食器棚から取り出し、席に着く。

「いただきます」

　ふうふうしながら、健康的なスープの味を堪能しても、コーヒーの余韻が舌にこびりついて取れそうにない。

　まずい思いをしたのに、ちっとも冷静になれなかった。

　頭の中でグルグルと、記憶の中にある津山さんの笑顔や真面目な顔が浮かんでは流れていく。

　その中で、どアップの津山さんが脳裏にドーンと現れて、唇がゆっくり動いた。

　――ゆかり。

「ひぁいっ」

　耳奥に大ボリュームでよみがえった声に、驚いたウサギみたいに跳ね上がってしまった。甲高い声で返事をしたけど、当人に聞こえるはずがない。

　恥ずかしくなって、テーブルに突っ伏する。

「仕事、行きたくないよぉ」

　ぼやいて、目を閉じる。

　今日のシフト、誰が出勤してたっけ。森もり山やまさんは、飲み会で「明日が休みでよかった」って言いながら、ガンガンお酒を飲んでいたから、お休みだよね。井い口ぐちさんは、途中で帰ってたよね……家が遠いし、朝からシフトに入っているからって。あとは……水みず谷たにさん、どうだっけ……西尾さんは、出勤だったはず。西尾さんはお店の鍵を持っているから、私が休んでも大丈夫だよね。お店の鍵は、急な欠勤対策で社員全員がスペアを持たされているから。

　うんうん考えて、今日のスタッフ状況をざっくりと想定する。

　今日は木曜日だから、そんなに忙しくならないはず。私が休んでも、問題なさそう。

　そうと決まったら、休みますって連絡を入れよう！

　よしっと気合を入れて立ち上がり、昨日使っていたバッグの中をあさる。

　スマホ……スマホ……あれ？　ない……えっ、なんで……あっ！

　ハッと息を呑んで、下唇を噛んだ。

　しまったぁ。

　ラブホテルのベッドのヘッドボードに置いてから、手に取った記憶がない。忘れてきちゃったんだ。

　どうしよう。固定電話なんて持ってない。バイト先に連絡をする手段がない。無断欠勤をしたら、お店からスマホに電話がかかってきてしまう。ホテルの従業員が出て、かけてきた誰かとやり取りをしたらものすごく恥ずかしい。

　ううん。もしかしたら、津山さんがスマホを持っているのかも。忘れ物に気がついた彼が持っているとして、かかってきた電話に出てしまったら――!?

　お店の番号は登録をしているから、どこからの着信か表示を見たらわかるよね。私のスマホに出たりしないよね、たぶん。

　でも、私がお店から電話をかけていると思ったら？

　津山さん、電話に出ちゃうかもしれない。

　かけた人が、どうして津山さんが私のスマホを持っているのかって聞いたら、彼はなんて答えるんだろう。

　まさか、一緒にラブホテルに行きましたなんて、言わないよね。きっと昨日の打ち上げで落としていたのを見つけたって言うよね。

　あぁでも、ううん……やだもう、スマホがないと不安が募る。心臓がザワザワして落ち着かない。こんな気分で家にいたって、気持ちが悪くなるだけだ。

　しかたない。

　行きたくないけど、出勤しよう。

　そうと決まれば、さっさと準備をしてしまわないと。グダグダしてたから、身支度を整える時間が少ししかない。

　大急ぎで着替えを済ませて――首筋のキスマークが、うっかり見えないようにタートルネックのカットソーを選んで――しっかりメイクを施して玄関へ向かう。

　行くと決めたら、少しでも早く出勤したくてたまらなくなった。心がソワソワして、体がそれに従っている。

　早足で駅に向かって改札を抜けて電車に乗り込み、大勢の人と共に揺られながら落ち着かない気分でいたら、切ない笑顔を浮かべて私を求める津山さんの顔が眼裏に現れた。

「っ！」

　顔面が熱くなって、唇を引き結ぶ。うつむいて、緩みそうになる頬を必死でガマンした。

　あんなふうに欲しがってくれた姿、やっぱり無くしたくない。首元のキスマークも、夢とか妄想だったってことにしたくない。

　だけど、どうすればいい？　どうしたら、津山さんと関係を続けられる？　友達の話とか漫画やドラマなんかでは、どうなっていたっけ。

　記憶を必死に探ってみても、これといったものが見つからない。

　悩んでいても、足は勝手に目的地へと向かって動き、気付くとお店のあるショッピングモールに到着してしまった。

　従業員証を提示して建物内に入り、店舗へ向かう。家を出るまでグズグズしていたわりに、身支度をパッと済ませたし、気が急いていたからか、いつもよりずっと早く到着してしまった。

　お店の鍵を取り出してロックを外し、アコーディオン型のガラスの扉を開く。春物が並ぶ店内を抜けて、奥の在庫置き場に入って小型ロッカーにカバンを入れた。

　今日はここにある在庫の値札にセールの値札をつけて、今月半ば以降から店内を夏物に入れ替えるための準備をする予定だ。

　一部の春物商品は、もうすでにセールをはじめている。その中でも売上が芳しくないものなどは、割引率を上げて在庫の処分にかからなければならない。

　今日は店表じゃなく、こっちの作業をしていたいなぁ。

　思いながら金庫のロックを解除して、釣銭を取り出す。

　金額に間違いがないかをチェックしていると、西尾さんが出勤してきた。

「おはよう。早いねぇ」

　あくびをしながら挨拶されて、気だるさを隠そうともしない態度にクスクス笑いながら「おはようございます」と返した。西尾さんは、人懐っこくてセンスもいいから常連客がついている。だからといって、売上首位ではない理由は、フラットすぎて客とおしゃべりをするだけで終わることもあれば、客が気に入ったものでも「合わないと思うよ」なんて、買わないことを勧めてしまう時があるからだ。

　まあ、誠実ではあるのよね。

　だからこそ安心して購入できると、信頼してくれる客がいる。

　怒っちゃう人も、たまにいるけど。

　カバンをロッカーに入れた西尾さんが、店内の掃除を始めた。

「お酒が入ると、なんか寝つきが悪くなっちゃうのよねぇ。わかっているんだけど、ついつい飲んじゃって」

　ぼやきながら、ふたたびあくびをする西尾さん。

「私は、眠たくなっちゃうタイプです」

「ああ、だから」

　納得した声に、レジにお金を入れる作業を中断して顔を上げると、にっこりされた。

「ぐっすり眠って早起きしちゃったから、いつもより早く着いたのねぇ」

　あいまいな笑みを浮かべて、レジ周りの開店作業に戻った。本当は違うけど、そういうことだと思っていてもらおう。

「おはよう！」

　井口さんが出勤してきて、今朝のスタッフがそろった。西尾さんは愛嬌のある小型犬を連想してしまうけれど、井口さんはすらっとしたネコっぽい。しなやかな身のこなしで、かっこいい大人の女という雰囲気だ。ストレートの黒髪を高い位置でひとつに結わえて、大ぶりのイヤリングを揺らして歩く姿は女優さんみたいだ。彼女のようになりたいと望んで、服選びのアドバイスを求めるお客様もいるくらい。

「おはようございます」

「おはよう、いぐっちゃん」

　対照的な見た目だけれど、西尾さんと井口さんはあだ名で呼び合う仲で、この店のベテランだ。

　他の店舗も次々に開店準備を始めて、ショッピングモール全体が目覚めていく。静まり返っていた空間が、だんだんにぎやかになっていくオープン前の時間は、なんだかちょっとワクワクするから好きだ。

　オープンしてしまったら、そんな気持ちはすぐに消えて、いつも通りの一日にしかならないんだけど。

「奥の在庫チェックと値札付け、しますね」

　開店準備を終えて、ふたりに声をかける。

「ありがとう。途中で交代するから」

「いえ、大丈夫です」

　井口さんの気遣いを断ると、西尾さんが小首をかしげた。

「もしかして、私たちに遠慮してる？　気を使わなくてもいいのに」

「まさか。ちょっとお酒をすごしちゃって、だるいから裏に回してもらいたいんですよ」

　冗談めかして伝えると、あらまぁと井口さんは目を丸くして、西尾さんは快活な笑い声を上げた。

「お酒が強そうに見えるけど、意外とそうでもないのねぇ」

　軽く肩をすくめて、バックヤードに入った。なんとなく体がだるいのは事実だし、お店の電話はこっちにあるから、万が一にも津山さんから電話がかかってきたら、私がすぐに取ることができる。

　ホテルを出る時に忘れ物がないか確認をするはずだから、ヘッドボードに置きっぱなしの私のスマホ、絶対津山さんが持ってるよねぇ。

　キュッと脚の間に力が入った。もうほとんど感覚は薄れているけど、幻のような圧迫感がモヤモヤと漂っている。

　これを、どう受け止めたらいいんだろう。

　ほかの人たちも、初エッチの翌日はこんな感じだったのだろうか。

　経験豊富なフリをしてきたから、誰かに相談することができない……というか、そういうのって、相談できる相手なんている!?

　こういう時こそ、ネットの匿名相談関連のサイトが頼りなんだけど、スマホが手元にないから検索も投稿もできない。

　あぁもう、スマホ。

　早く帰ってきて！

　ダンボールから商品を取り出して、商品リストを確認しながら値札に割引シールを張っていく。外が少しざわついてきて、客が入ってきているんだなとわかった。

　チラチラと電話を横目で見る。かかってくる気配はない。まあ、そんな気配を察知できるような第六感なんて、持っていないんだけど。

　気になるけれど、私からかけることはできない。だって、私用電話になってしまうし、スマホについて話しているところを西尾さんか井口さんに聞かれたら、うまくごまかせる自信がないからマズいことになりそうだ。

　ああもう、本当にどうすればいいんだろう。

　悩みながらも、手はテキパキと値札変更の作業を続けている。商品リストに記載されているものがどこにあるのかすぐにわかるし、値引きシールを貼る位置に迷ったり悩んだりすることはない。

　今更だけど津山さんってば何を考えているんだろう。私の誘いに乗るなんて、どうかしている。いや、誘った私も私だけどさ。断られる前提だったし。

　後悔はしてないよ？　むしろ、うれしかったっていうか、予想外のラッキーというか。初めてを津山さんに捧げられたのは、よかったって思ってる。

　でもね、で、も！　だがしかし……っていう話よ。そもそもなんで、津山さんは私の誘いに乗ったのかっていう謎が残っているのよね。

　実は遊び人だったっていうのは、ショックだから可能性として排除したい。

　男性経験豊富っていう私のキャラを信じていて、誘われたから乗ってみたというのも、まあまあショックではあるけれど、まだマシかなぁ。

　一番いいのは、実は私のことが好きだったっていうものだけど、ありえそうにないっていうか、そう思えるほどの根拠がちっともない。

　特別扱いされたことはないし、連絡先の交換だって業務の一環で他の人とおなじ感じで登録し合っているだけだし、連絡は基本的にお店の電話にかかってくるか、津山さんがお店に来て話をするかのどちらかだから、業務の連絡すら個人アドレスに送られたことはない。

　やっぱり、可能性として高いのは、私についているイメージを信用して、遊びとして誘いに乗った……だよねぇ。

　さわやかイケメンも、男は男ってやつだったってわけかぁ。

　なんて、世間一般で言われているような感想を浮かべてみても、なんだかしっくりこない。

　やっぱり、津山さんはそんなことをしない一途な人だって思いたい。そうすると結論は、彼が私を前から好きだったってことになってしまう。だけど、そんな気配は感じたことがない……ってところに戻ってしまって、思考がグルグル堂々巡り。

　はぁ……もう、なんだか回し車の中のハムスターになった気分。

「ゆかりちゃん。そろそろ小休憩、行っておいでよ」

　ひょこっと西尾さんがバックヤードに顔をのぞかせて言ってくれた。時計を確認したら、十時半前だった。その日の状況によるけれど、忙しくない時は昼休憩以外に、午前と午後でそれぞれ十五分の小休憩を取っていいことになっている。

　いつもはありがたい申し出だけど、津山さんから連絡がくるかもしれないって気になって離れたくない。

　迷っていると、西尾さんがニヤリとして近づいてきた。

「もしかして、興味ないフリしていただけで、やっぱりゆかりちゃんも津山さん狙ってる？」

「えっ」

　ビクッと背筋が伸びる。わかっていると言いたげに、西尾さんはうんうんと首を縦に動かす。

「昨日の今日で、津山さんが来てくれるんじゃないかって思ってるんでしょ？　だから、休憩に行くの渋っているのよね。もし来たら、引き留めておくから安心して」

「っ！」

　ぶわぁっとほっぺたが熱くなった。なんで、そんなことを言われたんだろう。もしかして、私が津山さんに気があるってこと、バレバレだったとか？

「やっぱりねぇ。昨日だって、他の子みたいに話しかけたりできなくて、やきもきしていたんでしょう」

「そんな、私は……っ、べ、別に」

　視線を逸らすと、西尾さんの手が私の肩に乗った。

「ごまかさなくてもいいのよ。あなたが津山さんを意識しているってこと、前から気づいていたからね」

　ヒュッと喉が鳴った。

　私、そんなあからさまな態度だったの!?

「ま、他の人は気づいていなかったでしょうけど。あなたがバイトだったころから、ずっと見ているんだからわかるわよ。だけど、アレねぇ……不器用というか、なんというか。あんまりキャラができちゃってると、崩しにくいよねぇ。だから、気のないフリをしていたんでしょう」

　わかるわぁとつぶやく西尾さんの言葉に、血の気が引いていく。

「あの、キャラ……って」

　ん？　と、西尾さんが無邪気にまばたきをした。

「私も、二十代のころは自分のイメージを崩さないようにって気をつけていたから、わかるのよ。三十過ぎると、そのへんどうでもよくなっちゃうから」

「え、あ……えっと」

　何を言われているんだろう。言葉はちゃんと聞こえているのに、意味が脳みそに浸透してくれない。

　とまどっていると、軽く背中を叩かれた。

「人生の先輩として、そっち方面の相談にも乗るからね。とりあえず、休憩に行っておいで」

　断る隙のない状態で促されて、素直に立ってロッカーからカバンを取り出し、十五分休憩に出た。

　移動の時間も考えると、そんなに遠くに行くことはできないから、近くのチェーンのコーヒーショップで持ち帰りドリンクを買って、点在しているベンチでぼんやりしよう。スマホがないと、手持ち無沙汰になりそうだけど。

　甘いドリンクでも買って、ちょっと脳みそに栄養を与えようかな。そうしたら、堂々巡りの思考から少しは抜け出せるかも？　なんて希望を浮かべつつ、ノマドワーカーや買い物途中らしき人がちらほらと利用しているお店に入った。

　いつもはスマホ決算だけど、今日は財布からお金を出さなくっちゃいけない。コンビニもスーパーもスマホ決済ができるから、財布を開けるのってどのくらいぶりだろう。

「えっと」

　カウンターに立って、メニュー表に視線を走らせる。

「ダーク・モカチップフラペチーノのショートをください」

「俺は、モカのホット。ショートで」

　頭越しに注文されて、驚いて振り向いたら津山さんがいた。

　びっくりしすぎて息が止まった。呆然としていると、親しげにほほえんだ津山さんが私のぶんの支払いまで済ませてしまった。

　なんで、ここに津山さんがいるわけ？

　心臓がバックンバックン激しく動いてる。うまく息が吸えなくて、彼を見上げることしかできない。

　会計をしている津山さんの、柔和なのに凛々しい横顔に見とれてしまう。

　ああ、今日もかっこいいなぁ。

　驚きとは別の部分で、素直に心がときめいた。

　ドリンクを受け取って、歩き出した津山さんの後を追う形で店を出た。チラッと視線で外のベンチを示されて、ふたりで向かう。

「どうぞ」

　にこにこしている津山さんに、座るようにと促された。

「ありがとうございます」

　腰を落ち着けると、津山さんが適度な距離を開けて隣に座った。ほんのり、左肩に彼の気配が触れている。実際に触れられるよりも強く意識をしてしまうのは、昨日のことがあるからなのかな。

「はい、これ」

　スッと差し出されたのは、私のスマホだった。やっぱり、彼の手元にあったんだ。首元が熱くなって、唇をキュッと結んで受け取った。恥ずかしくて彼の顔を見られない。でも、こんな態度だと変だと思われちゃうよね。

　私、表面上は男慣れしてるキャラなのに。

　――あんまりキャラができちゃってると、崩しにくいよねぇ。

　さっきの西尾さんの声が、どこからともなく聞こえてくる。高校時代から続けているから、もうクセになっちゃっているはずなのに、今ものすっごい中途半端な態度をしてる。

　男慣れキャラでいくなら、平気な顔で受け取ってお礼を言うべきなんだけど、中身は彼氏なしイコール年齢の昨日まで処女だった妄想女子だから、外見と中身がせめぎ合っててどういう態度を取ればいいのか決められない。

「昨日は、ゆっくり話ができなかったけど」

「今も勤務中なので、ゆっくり話すことなんてできませんよ」

　手の中のスマホに視線を落としたまま、彼の言葉を遮るように口からこぼれた言葉は、男慣れキャラのものだった。

　このまま並んで座っていたら、緊張のあまり硬くなった心臓が止まってしまいそうだ。腰を上げた私は、軽くドリンクを持ち上げて笑顔を作る。

「ごちそうさまです。そろそろ戻らないと」

　彼の顔を直視できなくて、微妙に視線をそらして言った。直視したら、昨日のことを思い出して動けなくなってしまいそう。男慣れキャラが中身の私に競り勝って、態度に出てくれてよかった。これで、気まずい雰囲気から逃げられる。

　ホッとしたのもつかの間、津山さんも腰を上げた。

「俺も行くよ」

　親密感を覚える声音に、心臓が恋しさでギュッと締まる。顔を見ないで逃げようとしたのに、声だけで気持ちが囚われてしまう。

　話し足りなさそうな津山さんの目から逃げたくて、サッサとお店に向かう。背後から余裕のある足取りで、彼がついてくる。

　というか、どうして津山さんはあそこにいたの？　私の小休憩に合わせて来た、なんてことはない。だって小休憩の時間は決まってないし、取れないことだってあるんだから。

　お店に向かう途中で、私の姿を見つけて追いかけて来たっていうのが、自然かな。スマホを返したいから、ちょうどいいって思って声をかけたっていうのが妥当なライン。

　だったら、こんなに警戒しているようなツンケンした態度を取らなくてもよかったのに。私ってば、ほんっともう……自分で自分に呆れてしまう。

「戻りました」

　西尾さんと井口さんに声をかけて、バックヤードに飲みかけのドリンクを置く。店内に客の姿はなかった。

「じゃ、次は私が行ってくるね」

　ひらっと手を振った井口さんがバックヤードに入って、カバンを手にしてせかせかとどこかへ向かう。

「あ。津山さん、昨日はごちそうさまでした」

　津山さんとすれ違いざま、井口さんが言った後に、西尾さんも続いた。

「ごちそうさまでした、津山さん」

「いや、俺のおごりじゃなくて、経費から出てるから」

　にこやかにやりとりをした彼が、バックヤードに入っていく。店表に残った私は、ぷらっと店内を回って、ゴミが落ちていたり商品がずれていたりしないかをチェックした。

　つつっと近寄ってきた西尾さんに、肘で腰をつつかれる。

「バックヤード作業、再開していいよ」

「でも、ひとりになりますよ」

「人手がいるなら、呼ぶから」

　不器用なウインクをされて、とまどった。私のことを応援してくれるのはうれしいけれど、今はちょっと微妙な状態。バックヤードで津山さんとふたりきりになって、いつもの私を保てるのか心配になる。

「今日はどうせ、夕方までヒマだろうし」

　ほらほらと顔の動きで奥に行くように勧められて、断り切れずにバックヤードに入った。書類片手に在庫チェックをしている津山さんの背中に、胸がときめく。

　深呼吸をして、ざわめく心をなだめた。

　平常心、平常心。勤務中なんだから、おかしなことにはならないはず。大丈夫、しっかりしなくちゃ。

　途中で止まっていた、値下げシールを貼りつける作業に戻る。津山さんが振り向く気配がして、肌に緊張が走った。

「そのシリーズのグリーン、どのダンボールに入ってる？」

　仕事の話だったことにホッとしつつ、彼の斜め前にあるダンボールを指さした。

「その中に、あと六着あります」

「ありがとう」

　ゴソゴソと中身をチェックして取り出した津山さんは、書類を確認すると取り出した商品を別のダンボールに入れた。

「別店舗に移動ですか？」

「そう。代わりの商品を、夕方には持ってくるから」

　立地で売れ筋は変わるから、店舗間で商品を融通し合うことは珍しくない。津山さんはこまめに担当エリア内の店舗を回って、各店での売れ筋をチェックし、店舗間での商品移動をおこなっている。それが彼のエリアの売上アップに繋がっているし、店員たちからの強い信頼の元にもなっている。

　真面目でこまめで、仕事ができるイケメンなんて、モテないほうがおかしいよねぇ。

　しみじみと、彼を見つめて考える。

　ふっと振り向いた津山さんと目が合った。ひそめた声が、彼の唇からこぼれる。

「仕事の後、食事でもどうかな」

　自分の目が、これ以上ないほど大きく見開かれたのがわかった。すっごい間抜けな顔をしていると自覚しても、修正できないくらいの衝撃を受けている。だって、津山さんの表情が、照れくさそうだから。

　もしかしてって、彼の気持ちを期待してしまう。

「予定、ある？」

「いえ……ない、です」

「よかった」

　ほころんだ彼の笑顔につられて、驚きにこわばっていた顔の筋肉が緩んだ。

「じゃあ、夕方」

　ダンボールを持ち上げた津山さんが店表に出ていくのを見送って、しばらくぼうっとする。

　ディナーに誘われちゃった。

　心の中で、キャーッと叫んで、うふふっと妖しい笑みを漏らす。

　彼から誘ってくるなんて、想像もしていなかった。やっぱり、私に気があるのかな。だから昨日の誘いに乗ってくれただけじゃなくて、夕食に誘ってくれたのかな。実は前から好きだったんだって、告白されたらどうしよう。

　頭の中でキャアキャア騒ぎながら、表面上は冷静を装って黙々と作業をこなす。

　早く上がりの時間になりますようにと浮かれる私は、重要なことをすっぽりと忘れ去っていた。

　

　彼に導かれて入ったお店は、スペインバルだった。目の前には魚介のアヒージョ。バゲットの入ったカゴとワインもテーブルに並んでいる。にぎやかな店内は楽しげで、ほどよくカジュアルだった。

　ふたりでワインを飲みながら、少しずつフォークを口に運んでいるけど、会話が弾まない。

　一緒に夕ご飯を食べられることに浮かれていたけど、そもそも彼とできそうな話題がなかったんだった！

　仕事の話をするのは違う気がする。かといって、ドラマの話やちょっとした最近の出来事をするほど親しいというわけでもない。

　どうすればいいのか悩んでいるうちに、目の前の料理もワインもどんどん減っていく。

　こういう時、どういう話題を出せばいいのか経験値がゼロの私はわからない。事前に何か調べておけばよかったかな。だけど、津山さんが興味を持っているものって何？

　料理から視線を上げて、津山さんを見つめる。視線に気づいた彼が顔を上げて、にっこりした。

「おいしいね」

「はい。すごく、雰囲気もいいお店ですね」

　うれしそうに、津山さんが目じりを細めた。ピュアな笑顔に心が跳ねる。今まで見たことのない表情に、キュンキュンした。

　思えば、仕事以外の津山さんのこと、あんまり知らない。

　紅茶よりコーヒー派で、甘いものは嫌いじゃなくて、大学進学をきっかけに一人暮らしを始めて、就職をして、現在はペット可のマンションに住んでいるからネコを飼おうか悩んでいるってことしか知らない。

　充分ネタはある気がするけど、これ全部、私が直接聞いたわけじゃなくって、あからさまに彼を狙っている従業員との雑談の中から出てきたものだから、直接聞いたわけでもない私が話題に出すのは微妙な感じだ。

　おいしいねとか、お店の雰囲気とか、そういう話はしているけれど、そのほかに特別に何か話題を持ち出して会話するということはしていない。

　津山さんはずっと笑顔で、私の態度に不快になったり気まずく感じたりはしていないっぽい。たのしそうな様子で、フォークとナイフを動かしている。

　何を考えているんだろう。こういう時、なにかうまい話題で盛り上げられたらいいのに、気の利いた言葉も態度も思いつかなくて申し訳なくなってくる。

　考えれば考えるほど、何を言っていいのかわからなくなって、会話ができない。

　でも、沈黙が苦にならないというか、彼が食べている姿を見られるだけで幸せな気分になれるというのが救いかも。

　胸がいっぱいで、食が進まないっていう部分もあるけど。

　あぁもう、相反する気持ちと居心地に挟まれて、上の空になっていく。

「まだ、飲む？　デザートは、どうかな」

　気がつけば食べ終わっていて、こんな状態でデザートを食べたら変な胸やけを起こしそうだから、首を振った。

「遠慮しなくていいのに」

「本当に、充分なんで」

　軽く頷いた津山さんが席を立ち、私も続く。伝票はなくて、レジで席番号を言って会計を済ますスタイルだった。店員が告げた金額を脳内で半分に割って、店を出てから財布を取り出す。

　レジ前で財布を開けてお金を出すのは、相手によるけどあんまりよくないって本物の経験豊富な友達が言っていた。男の人の自尊心を傷つけてしまうからって。

　今度、もっと真剣に彼女の話を聞いて、デート中の会話をどうすればいいのか参考にさせてもらおう。まあ、次があるかどうか、今日の感じからすると難しい気もするけど。

　だって、ぜんぜん会話、弾んでなかったんだもん。きっと次の誘いはないよね。

　ため息をつきつつ、お札を取り出す。

「いいよ」

　お金を渡そうとしたら、さりげなく手のひらで止められた。

「でも」

「いいから」

「じゃあ……ごちそうさまでした」

　しつこく食い下がると、おばさん同士が遠慮し合っているみたいでかっこわるいだろうと察して、おごられることにする。もっと会話が弾んでいれば、次の店――たとえば、オシャレなＢＡＲとか――に行くのかもしれないけれど、特にこれといった会話もなく過ごしたのだから、これでお開きだよね。

　せっかくのチャンスだったのに、ものにできなかったな。

　こっそり落ち込んでいると、軽く腰に手を当てられた。

「行こうか」

「えっ」

「気分じゃないなら、いいけど」

　彼が何を言いたいのかがわからない。だけど、ここで「どういうこと」と聞くのはマズい気がする。わかったふうな顔で、受け入れてみよう。

　余裕の笑みを浮かべて、軽く首を左右に振った。

　ううん、大丈夫というサイン。

　彼の目じりが下がって、わずかな緊張を含んだ笑みを向けられた。

　あれ？　これって、もしかして。

「じゃあ、こっち」

　照れくさそうな津山さんの示す方向に、並んで進む。

　漠然とした予感に包まれて歩いているうちに彼の目指す場所がどこかわかって、腰のあたりがおじけづいた。

　やっぱり、ラブホテルに行くんだ。

　これってつまり、そういうことよね？　私から誘ったから、そういう関係を望んでいると思われて、シてみたら相性が良かったから、もう一回って考えられたってことだよね。

　ここまで来て、やっぱり帰るとは言いづらい。もう二度と、彼から誘ってもらえなくなるかもしれない。昨日は私から誘ったのに、こんな関係――セフレ的な――になるつもりはないっていうのも、おかしいよね。

　慣れない行為を、慣れているふうにできるか不安になる。

　セフレでもいいから津山さんと繋がっていたい気持ちと、彼が私を彼女として認識してくれないかなっていう願望が胸に詰まって、息苦しくなっていく。いったい私のことをどう考えているんだろうって思いつつ、広い肩とうなじを眺めていたら、いくつかあるホテルのひとつに導かれた。

　南国リゾートを思わせる広いエントランスの様子に、ここは普通のホテルでラブホテルじゃないのかなってキョロキョロした。

　奥にドリンクバーがあって、籐椅子とふたり掛けのテーブルが三つ並んでいる。大きな観葉植物と籐のスクリーンパーテーションで、半個室のようになっているから、誰かの目を気にすることなくリラックスして過ごせそう。

　視線を転じて、受付カウンターのパネルを操作している津山さんを見る。

　従業員の姿が見えないここは、やっぱりラブホテルなんだろうな。

「じゃあ、行こうか」

　振り向いた津山さんが、にこやかに奥のエレベーターホールを示した。体中がこわばって、笑顔がひきつってしまう。慣れてる女の笑みに見えますようにと祈りながら、彼とエレベーターに乗った。

　四角く狭い空間に、緊張が高まっていく。

　落ち着け、落ち着け私。

　右手で左手を強く握って、自分に言い聞かせる。

　目的の階に到着して、廊下を進む津山さんの後を追った。

　カードキーで扉を開けた彼に促されて部屋に入って、室内の状態に目が丸くなった。

「うわ……ぁ」

　思わず声が漏れてしまった。アジアンテイストの大きなベッドと、エントランスにあったものと同じ、籐椅子がふたつ。コンビニにあるようなコーヒーマシーンが、部屋の隅に置いてある。ガラス張りの壁の向こうには、円形の浴槽。おそらく、ジャグジー付きだ。

　ふらふらと室内を歩いて、観葉植物を眺めたり籐椅子に触れたりした。

　旅行に来たような気分になってくる。好きな人と、南国リゾートへ遊びに来た感覚に包まれて、ふわふわと足元が浮かれてしまう。

　脳内に妄想の景色が広がる。

　ホテルの外に出ると南国の海が広がっていて、空と海がどこまでも続いている海岸沿いを津山さんと手を繋ぎながら散歩して、海の見えるレストランでワインを片手にゆったりと過ごして、そして――。

「気に入った？」

　ハッとして振り向くと、津山さんがスーツのジャケットをハンガーにかけながら、ほほえんでいた。

「ま、まぁまぁですね」

　ふいっと顔を背けて、そっけなく答える。

　妄想に浸りすぎてニヤニヤしていなかったよね!?　変だと思われていませんように。

　夢想から現実に戻ると、ソワソワしてしまう。別に飲みたくないけれど、部屋の隅に移動してコーヒーマシーンにカップをセットしてボタンを押した。ガガッと豆を挽く音がして、コーヒーの香りが広がる。心が落ち着く匂いを吸い込むと、背後に津山さんの体温を感じた。

　コーヒーの芳醇な香りと好きな人の気配に挟まれて、静かな興奮が足元から立ち上る。

　ドキドキして、津山さんがどう動くのかが気になって、コーヒーに手を伸ばせない。

「ゆかり」

　静かな声に、心臓がバクンと跳ねあがる。津山さんが動く気配に期待と緊張が生まれて、跳ねた心がギュッと絞られる。

「あっ」

　腰を抱かれて、首筋に口づけられる。ブルッと体が大きく震えて、息が止まった。チュッ、チュッと何度も首に唇を押し当てられて、止まっていた息が抜ける。彼の手がカットソーの裾から内側に入って、お腹を撫でられた。

「つ、津山さん」

「名前で、呼んでくれる？」

「っ……義明さん」

　彼の腕の力が強くなる。体だけじゃなく、心もしっかり抱きしめられているような感覚に、思わず目を閉じてしまった。ツンと鼻の奥が切なくなる。

　本当に、津山さんの彼女になれたらいいのにな。

　カットソーの中で彼の指がモゾモゾ動き、くすぐったさに身をよじる。立ったままズボンのボタンを外されて、ファスナーを下ろされた。スキニーパンツがずらされて、ショーツの中に長い指が潜り込む。

「あっ、あ」

　下生えをクルクルと円を描くようになぞられて、ヒクッと脚の間が反応した。ジワッと奥に濡れた感覚が生まれて、自分の反応に驚く。

　たった一回の経験で、自分の体が未経験のころとは大きく変わっていると感じた。

　なんて言えばいいんだろう。

　知らなかった世界への扉が開いた？

　地続きの自分のはずなのに、隠されていた部分が開花した？

　ううん、なにかちょっと違う。

　ああ、そうだ……初潮を迎えた時のような、大人になったんだっていう漠然とした実感と不安。あれに、ほんのちょっぴり似ているんだ。

　彼の右手がブラジャーのワイヤーの下に潜り込む。乳房に沈んだ指が、先端を目指して進んでいる。突起を目指しているのは右手だけじゃない。左手も女丘の先へ進んで割れ目の先端に到達し、その奥に隠れている蕾を求めて軽く沈んだ。

「あっ」

　両方の指先が上と下の敏感な場所に触れて、勝手に声が漏れる。上は指の腹につままれてクリクリされて、下は指の先で弾くようにこねられて、肌の上に心地いいさざ波が走った。

「あっ、はぁ……あっ、あ」

　じっとしていられなくて、腰がくねってしまう。目の前では湯気を立てているコーヒーが飲まれることを待っているのに、私の手はカップではなく津山さんの腕をつかんだ。

「ふ、ぁ」

　奥がどんどん濡れていくのがわかる。気持ちが良くて、顎をのけぞらせると後頭部が津山さんの肩に触れた。

「あっ、あぁ……っ、ふ、ぁあ」

　ふるふると体が震える。このままじゃショーツが濡れてしまう。ていうか、お風呂に入っていないのに、大事な部分を触られちゃってる。

「んっ、待って……ちょっと、ストップ」

　首筋に触れていた津山さんの唇が離れた。

「お、お風呂に」

　興奮に上ずった声で伝えると、ふっと熱い息がうなじに触れた。

「入りたい？」

　低くて静かな声が耳に触れて、頭の中が甘く痺れた。コクンと首を縦に動かすと、彼の手がスウッと離れた。触れられていた箇所が、ほんの一瞬だけ冷たく感じられる。

　彼の体温が私よりも高いから、寂しさを冷たいと勘違いしてしまったんだ。

　お風呂に入りたいと言ったことを、後悔する。もっと触れられていたかったのに。だけど、洗っていないままで触れられるのは、ちょっとイヤだ。映画やドラマでは、盛り上がった気持ちのまま最後までしていたりするけれど、現実でもそうなんだろうか。

　もしもそうなら、潔癖だと思われてしまったかな。

　ざわめく気持ちをなだめるために、少し冷めて飲みやすい温度になったコーヒーに手を伸ばし、口をつける。ふうっと息を吐き出して、ガラスの壁の向こうの浴室に目を向ける。

　白を基調とした空間に、奥行きを感じられる形で観葉植物がいくつか置かれているから広く見える。円形のジャグジー付きの浴槽は、リッチな気分を盛り上げてくれる。右奥のシャワーの側に青色のマットらしきものが立てかけられているから、浴室というよりプールみたいだ。

　部屋の中から浴室を見渡せるのも、リゾート気分や広さを演出する要因になっているのかもしれない。

　というか、部屋と浴室の間が全面ガラス張りってことは――。

　お風呂に入っているところ、丸見えじゃん！

　コーヒーカップを手に固まっていると、津山さんがガラス扉を開いて脱衣所に入った。笑みを浮かべて、右手を差し伸べてくる。

「せっかくだから、一緒に入ろうか」

　色々なものが自分の内側から湧き上がって、クラッとめまいがした。

　ダンスに誘う王子様みたいな津山さんへのときめきと、彼と共にお風呂に入るという興奮と羞恥心。そしてほんのわすかな理性が浮かべた、せっかくってどういう意味？　という疑問。

　どうするのが正解なのかわからなくて反応できずにいると、彼の手が上下に揺れた。

「おいで」

　自分の体に耳としっぽがあったなら、耳がピンッと立って、しっぽを千切れそうなほど激しく振っていただろう。

　好きって気持ちには、あらがえない。

　コーヒーカップを置いて、弾む足取りで彼のもとへ行く。差し出された手を取ると抱き寄せられて、彼を見上げた。やわらかな光を浮かべる津山さんの瞳にうっとりと見とれていると、顔が近づいて唇が軽く押しつぶされた。

　ついばむようなキスを、目を閉じて受け止める。胸のあたりが陽だまりにいるみたいにぬくもって、幸福感に包まれた。彼の腰に手を乗せて、体を寄せる。このまま抱きついてしまっていいのかな。まだ少し、勇気が足りない。

　顔が離れて、唇が余韻を追いかける。津山さんがシャツのボタンを外し始めて、我に返った。

　一緒にお風呂に入るって、洗いっことかするってこと……じゃ、ないよ……ね。

　急いで脳内の知識を探って取り出したのは、お風呂でのローションプレイ。もちろん、経験はない。雑誌か何かで仕入れた情報だったと思う。詳しいことは書いていなかったけど、密着度に比例して親密度と興奮も高まって気持ちがいいらしい。ただ、滑りやすいから体位には気をつけてと書いてあったことは覚えてる。

　ざっくりとした情報しか持っていないことに焦る。友人の誰かから赤裸々な体験談を聞けていたら、どんなふうに振る舞えばいいのか参考にできたのに。

　経験豊富な女は、こういう時に、どういった言動をすればいいの？　恥じらったりせずに、堂々と全裸になって彼の体を洗ったり洗われたりして、エッチな気分を盛り上げて最後までするのが正解？　それとも、恥じらいを見せて相手を焦らしつつ、なんかこう……よくわかんないけど、イイ感じになるとかなんかそんな……あぁ、わっかんない!!

　悩んでいる間に、津山さんはベルトを脱いで、ズボンから足を抜いた。

　マッチョって呼ぶほどではない。でも、ほどよく筋肉がのっているっていうか、ひきしまっているというか……キレイなラインをしている裸体に視線が吸い込まれる。

　男らしいゴツッとした感じもあるけれど、なめらかな雰囲気もあって、ネコ科の動物っぽい印象。かわいらしいネコじゃなくて、大型の……たとえば、ヒョウみたいな。

　紺色のボクサーパンツに包まれたお尻は、キュッと引き締まっていてちいさかった。

　じっと見続けていると、振り向いた津山さんと目が合った。

「そんなに見られると、恥ずかしいな」

　苦笑交じりに言われてハッとして、両手を頬に当てた。

「ごめんなさい……なんか、見とれちゃって」

　彼の照れが伝染して、羞恥がぶわっと湧きあがる。だけど視線が外せなくて、彼の鎖骨から胸筋にかけての、女とは違う硬さのある曲線を視線でなぞってしまった。

「じゃあ、俺もゆかりに見とれていい？」

　小首をかしげて、いたずらっぽく唇を持ち上げた津山さんの言葉を、脳内で反芻する。

　ええと。つまりそれって、私が脱ぐところを津山さんに観察されるってこと……だよね。

「っ、そ……あっ、えぇと……ぅう」

　わたわたと両手を動かして、返事の言葉を探すけれども見つからない。こんなんじゃ、慣れていないって思われちゃう。もしも津山さんが私を〝遊び慣れた女だから〟って理由で相手をしてくれているのなら、関係が終わってしまう。

　ボクサーパンツ姿の津山さんが、ゆっくりと近づいてくる。心臓がバクバクして口から飛び出してしまいそう。

　どうしよう。どうすればいい？　誰かいい知恵を授けて！

　カットソーの裾をつかまれて、持ち上げられた。胸元があらわになって、さっきの愛撫でずらされたブラジャーから乳房が片方、はみ出しているのを見られた。カッと頬が熱くなって、隠そうとする前に抱きしめられる形でブラジャーのホックを外され、背中を軽く撫でられた。

「このまま、俺が脱がしてもいい？」

　官能的な声音に鳥肌が立った。

「じっ、自分で」

　声が掠れる。うなずいた津山さんが離れて、後ろを向いた。私が恥ずかしくないように、背を向けてくれたのかな？

　中途半端に脱がされたカットソーとブラジャーを脱いで、床に置いた。ズボンを下ろして、ショーツから足を抜く。クルクルッとズボンとショーツを丸めるように畳んで、カットソーとブラジャーを拾い、下半身を隠すように持った。

　タオルを取りたいけど、棚があるのは津山さんの向かいだ。彼の横を通って、手を伸ばさなくちゃいけない。視線を向けると、素肌のお尻が視界に入った。私が脱いでいる間に津山さんはボクサーパンツも脱いだのか。

「もう、いい？」

　脱ぎ終わったかどうかって意味だとわかった。「いい」と答えたら、裸を見られてしまう。「まだ」と答えたら、なんでそんなに時間がかかっているんだろうって、不思議がられる。

　ゴクリと喉を鳴らしてから、自分を鼓舞した。

　長年、男慣れキャラを演じてきたんだから、大丈夫。しっかりしなさい、私。

「いいよ」

　答えたら、彼が振り向いた。彼のすべてが目に映って、視線が一か所に向かってしまった。

　腰にある、隆々と起き上がった男の証に。

　自分の体がふくらんだ気がした。鼻がヒクヒク動くのは、興奮をしているからだ。脚の間がキュンと締まって、胸の先が淡く疼いた。

　なんだか、自分の体じゃないみたい。

　意思とは別の何かが、彼の姿に反応している。かといって、本能とも少し違っている。津山さんを好きな気持ちが、体の変化として現れているっていうのかな。

　一糸まとわぬ津山さんが、近づいてくる。緊張と興奮で動けなくなってしまった私の手から、服をさりげなく取った彼が棚にあるカゴのなかにそれを収めた。隠すもののなくなった私の体を見て、津山さんは少し照れくさそうにしながら両手を広げた。おいで、という合図に、脚が勝手に動く。ぺたぺたと素足で床を踏んで、彼の腕の中に納まった。くるむように抱きしめられて、目を閉じる。素肌の肩に頬を当てて、彼の背中に腕を回した。しっかりと抱きしめられて、彼の胸筋に乳房が押しつぶされる。コリッと乳首がつぶれて、腰に彼の熱いものの先端が触れて、互いに欲しがっているんだと理解した。

「ゆかり」

　呼ばれて顔を上げる。目を細めた彼の瞳に、私が映っている。なんて優しい瞳なんだろう。吸い込まれてしまいそうに深くて、温かくて、何もかもを手放してしまいたい心地になった。

　顔が近づいて、彼の息が唇にかかる。首を伸ばして彼の口に唇を軽く当てた。津山さんの目元がうれしそうにほころんで、私もうれしくなる。

「んっ、ん」

　互いに唇を寄せ合って、体をもっと密着させる。肌が粟立って、ほんのりと熱くなって、もっともっと彼と触れ合っていたくなる。

　欲しい、と、全身が言っていた。

「ふ、ぅ……んっ」

　彼の舌先に唇をなぞられて、唇を開く。知識に従ったのではなくて、そうしたかったから。

　唇の隙間から入ってきた彼の舌を、自分の舌で迎えた。軽く、じゃれ合うように絡め合うって、招き入れる。上あごをくすぐられて、頬裏を撫でられて、歯茎をなぞられて――。

「は、ふ……ぅむっ、ふぅ……っ」

　唾液が湧き上がって、口の中がとっても気持ちがよくなって、体中が敏感になっていく。私の中で眠っていた性感帯が、蕾になって、ほころんで、開花していく。

「ふっ、ぅ……っ、ひぁっ」

　背中を撫で上げられると、ビリビリッと鋭い快感が腰から頭に駆け上がって、高くて鼻にかかった悲鳴が出た。思わずのけぞってしまったせいで、腰が前に出て、彼のアレが肌に擦れた。鋭く乱れた彼の息が濡れた唇にかかって、その呼気をもっと味わいたくなる。

「津山さ……義明」

　名字で呼びかけて、言い直した。この時間は、職場の上司じゃなくって、津山義明という男と、井筒ゆかりという女でしかないんだ。親密な時間を過ごすのだから、それにふさわしい呼び方をしたい。

　呼び捨てにしたら、彼は満足そうにうなずいてくれた。

「ゆかり」

　甘い響きに、うっとりとする。愛おしさをたっぷりまぶされた自分の名前が、勲章みたいに聞こえた。

「昨日、俺がつけた跡」

　軽く弾んだ声でささやく彼に首の根元を撫でられて、キスマークがあったことを思い出す。それを隠すために、今日はタートルネックにしたんだった。

「見えるかもしれないところにつけて、ごめん。昨日は夢中で、うっかりしてた」

　夢中って、私に夢中になってくれていたってこと？　それとも、セックスに集中していたってことなのかな。

　幸福で淫蕩な空気の隙間に、ふっと不安が入り込む。

　私ではなくエッチに夢中になっていて、服のデザインによっては見えてしまう位置にキスマークをつけてしまったという意味だとしたら。エッチができたら、誰でもよかったってこと――？。

　暗い気持ちになりかけて、あわてて考えを否定する。

　見える場所にキスマークをつけたことで、私がそれをこれ見よがしにしながら津山さんとエッチしたって誰かに言ってしまう可能性があった。

　私よりも津山さんの方が、キスマークに対するリスクは高い。だからこれは、私に夢中になっていたって受け止めていいはず……だよね？

　伺う視線を彼に向けると、頬にキスをくれた。

「今日は、気をつける」

「別に。タートルネックを着たり、スカーフを撒いたりすればいいだけですから」

　わざとぶっきらぼうに答えたら、クスクスと笑われた。

「そんなことを言われたら、遠慮なくあちこちに俺の印をつけたくなるな」

　ドキンと心臓が喜びに跳ねる。踊りだしたくなるくらい、期待が大きくふくらんでいく。

「それって……っ」

　私が、津山さんの彼女だっていう印をつけたいってことですか？

　出かかった言葉を、喉の手前で止める。言ってしまったら、遊び慣れた女のイメージが崩れてしまう。

　遊び相手として、昨日の私の誘いに乗ってくれていたのだとしたら、重たいって嫌厭されるかもしれない。

　そんなの、イヤだ！

「別に、私はどうでもいいですけど……そっちがしたいなら、してもいいですよ」

　本当にどうでもいいって雰囲気を出して、言ってみた。別に津山さんになんて興味ないっていうか、別の男でもいいんだけど的な態度が出ているっぽく演じてみせる。

　実際の経験はないけれど、合コンで誘いを受けた時に、似たような文句を口にしてきたから上手に言えているはずだ。

　もっとも、合コンの時には「けどまぁ、気がのらないから今回はパス」的な、断り文句をセットで言っていたんだけど。

　津山さんが、私の真意を探るように見つめてくる。真剣なまなざしに、穴が開いてしまいそう。本当はうれしくて、いっぱいつけてほしいと願っていることを、見透かされちゃうんじゃないかってくらい、彼の瞳は透き通っていた。

「じゃあ、気遣いと欲望の間を取ることにするよ」

「えっ？」

　目をパチクリさせると、ニヤッと頬を持ち上げた津山さんの顔が、乳房の間に落ちた。かと思うと、キュッと強く肌を吸われる。

「あんっ」

「ゆかりの心に、俺の跡」

　ちょっと得意げな言い方に、クスッと笑ってしまった。確認をしなくても、胸の谷間にキスマークがついているのだとわかる。

「ここなら、服の邪魔にならないだろう？」

「まあ、そうですね」

「あとは、こことか」

「きゃっ」

　わき腹を唇でくすぐられて身をよじったら、タイルに足が滑ってしまった。バランスを崩した私を、腰をかがめた津山さんの腕に受け止められる。

「あ、ありがとうございます」

　にっこり笑った津山さんの顔が近づき、額にキスをされたかと思うと、お姫様抱っこをされた。

「あっ」

　驚いて彼の首にしがみつくと、ジャグジーに連れていかれた。浴槽の縁に座った彼の膝の上に、向き合う形で乗せられたら、元気に天を向いている彼の欲望がおへそに当たった。

　鎖骨にキスをされて、左右の乳房を手のひらで包まれる。やわやわと揉みしだかれると、指の間に挟まれた乳首がキュッキュッと小刻みに絞られて気持ちがいい。ジンワリとヘソの奥が濡れて、津山さんを受け入れる場所が湿った。

「ぁ、はぁ……んっ、ぁ……ふ……ぁんっ」

　淡い愛撫に体中がムズムズして、じっとしていられない。彼の肩に手を置いて、なんとかガマンしてみようとするけれど、腰が勝手に揺れてしまう。そのたびに彼の熱いものが肌に擦れて、昨日の記憶が――彼を受け入れたあの圧迫感が――脳裏によみがえった。

　あれを、また経験するんだ。

　行為自体は知識として知っているのに、体験に理解が追いつかなかった昨日とは違って、今日はしっかりと自分の体の反応が意識できてる。

　後頭部が痺れたように熱くなって、脚の間がムズムズした。お尻のあたりがヒクヒク動いて、体中がこれから繋がることを認識している。

「ぁあ……は、ぁあんっ」

　口から勝手に乱れた声がこぼれでて、さらに体が昂っていく。乳房を包んでいた大きな手が移動して、お尻をしっかり掴まれた。このまま挿入されるのかな？

　思わず彼の首にしがみつくと、お尻を揉まれた。

「体、洗おうか」

「ん……うん」

　なんだ。まだ、挿れないのか。

　ほんのちょっぴりガッカリしながら、ホッとしてもいた。まだ二回目だから、どうしても身構えてしまう。

　彼の膝から降ろされて、浴槽の縁に腰掛けた。離れた津山さんが蛇口をひねって頭からシャワーを浴びる姿を眺める。

　絵になるなぁ。

　まるで何かのＣＭみたい。それか、映画のワンシーン。

　長身の彼がシャワーを浴びる背後には、ガラス越しに見えるエスニックな雰囲気の部屋。現実味のない光景に、これは夢なんじゃないかって気がしてくる。本当の私はベッドの中でニヤニヤしながら、津山さんと付き合っているという幻想世界に浸っている……なんてオチがありそうな気がしてくる。

　こんなに彼を見つめていられる機会はめったにない。改めて、津山さんをしっかりと観察した。

　すらりとした体躯と、ひきしまった腹筋。太腿やふくらはぎには、筋肉の筋が見えていて、足首もキュッとしまっている。細身なのに、しっかりと男らしい角があって、モデルとしても通用しそうだ。

　人懐っこい大きな目は、エリアマネージャーとしての実績があるからなのか、どこか自信ありげに見える。それが嫌味に感じられないのは、さわやかな笑顔と人当たりの良さがあるからだろう。

　やだ。なんで津山さんが私の相手をしてくれているのかが、余計にわからなくなっちゃった。

　やっぱり、エッチができれば誰でもよかったとか、そういうことなのかな。実は担当エリアそれぞれの店舗ごとにセフレっぽい相手がいて、私もそのうちのひとりってことになっていたりして。

　ありえなくはないけれど、彼のイメージからは程遠い。

　さっさと質問をしてしまえば、楽になれるのに。私のことをどう思って、誘ってくれたんですかって。

　前から私に気があったから昨日の誘いに乗ってくれたし、今日も誘ってくれたんだって思えるほどの自信がないから、グルグルと悩んでしまう。

　情けないなぁ。

　ふっと吐息をこぼしつつ、うなだれる。後悔はしていないどころか、昨日の誘いに乗ってもらえたことも、今日誘ってもらえたことも素直にうれしくはあるけれど、彼がどんな考えでいるのかがわからなくて悶々とする。

　誰か、このモヤモヤをさっぱりと洗い流して！

　って、思っていたら、お湯をかけられた。ビックリして顔を上げたら、腰に手を当てた津山さんが、私にシャワーを向けていた。

「どうした？　ぼんやりして」

「いえ。なんか、ヒマだなぁって」

　ヒマだなぁって……何を言っているんだ、私は。

　とっさに出た私の言葉に、津山さんは不思議そうにしてから私の手を取った。

　彼の手に引っ張られて立ち上がって、彼の腕に腰を抱かれる。

「こういうのは、初めて？」

　ズキッとみぞおちのあたりが痛んだ。虚勢を張っていたのがバレた!?

　返事ができないでいると、シャワーをホルダーに戻した津山さんは、ボディソープのボトルを手にして、私の鎖骨に向けてポンプを押した。

　もこもこの泡が生まれて、私の胸のふくらみの上に溜まる。

「洗いっこ、苦手？」

　遊びに誘う子どもみたいな顔をされて、ホッとした。私の経験の浅さを見透かされたわけじゃないっぽい。

「別に、苦手ではないですけど」

　やった事がないから、苦手かどうかわからない。

　興味なさげな態度を取ったら、津山さんはポンプを何度も押して、私の肩から胸にかけて、泡だらけにした。

「じゃあ、洗わせてもらうな？」

　言い終わらぬうちにボトルを床に置いた彼は、両手で私の肩を掴んで泡を腕へと伸ばした。手のひらで二の腕、脇、鎖骨を擦られて、乳房を再び手のひらで包まれる。揉むように軽く洗われて、乳首を指の腹でつまんで転がされると、生まれた刺激が下肢をわななかせて、膝から力が抜けた。

　倒れないように彼の腰に手を置いて体を支えると、下を向いた拍子に彼の怒隆の先端がバチッと視界にハマって、目が合ったみたいに思えてうろたえた。

　これは、私も彼の体を……目に映っているものを、洗ったほうがいいのだろうか。

「ゆかり？」

　考えていると、疑問を含んだ声で呼ばれた。されるがままになるだけだったら、経験豊富なフリをしていたのが、バレてしまうかもしれない。ここは私からも、行動を起こすべきだよね。だけど、男の人のコレをどう触ったらいいんだろう。急所っていうくらいだから、乱暴にしちゃいけないよね。でも、優しくしすぎて感じてもらえなかったら、意味がない。どうせするなら、好きな人をちゃんと気持ちよくさせてみたい。私の手で、津山さんを高めてみたい。あぁでも恥ずかしい……って、グズグズ考えていたってしかたがない。

　ええい、ままよ！　やってやる。

　しゃがむと、彼の指からプルンッと乳房が離れた。目の高さに、男の証がそびえている。ボディソープのボトルを掴んで、反り返っているものが隠れるくらい、泡で包んだ。

　彼が戸惑っていることが、気配で伝わってくる。半ばヤケクソ気分でボトルを置いて、泡に包まれたモノを掴んだ。

「っ！　ゆかり」

　息をつめた彼の声に、手の力を緩める。どのくらいの力加減ですればいいんだっけ。彼氏をかわいがることが好きだって言っていた友人は、どんなふうにしているって言っていたっけ？　えぇと、えぇと……ただ擦るだけじゃなくって、色々な動きをするって言っていたような気がする。でも、具体的にどんなふうにしたって言っていたのかが、思い出せない。

　まあ、とにかく……やってみよう！

　腹をくくって、根元から先端へゆっくりと擦ってみた。うっとりとした息が頭上から降ってきて、これでいいんだと確信する。

　男の人の証の部分って、思っていたより硬いけど、なんだかちょっと弾力もあって不思議な手触り。擦るごとに泡がつぶれて、隠れていたものがあらわになっていく。

　先っぽ、たしか亀頭って名前なんだよね。たしかにちょっと、亀の頭っぽい形をしているなぁ。横に広がる口があったら、もっと亀っぽいけど、切れ込みは縦に入ってる。傘みたいな部分があって、クビレがあって……あ、そういえばクビレを擦られると彼氏が喜ぶって、友達が言っていた気がする。

「っ、はぁ……ゆかり……んっ」

　指で輪っかを作ってクビレを擦ったら、津山さんの太腿がピンと張りつめた。さっき、気持ちがよくって膝がくずおれそうになった時の私みたいだ。愛撫は、これで正解っぽい。

　ちょっと自信がついたから、クビレを擦りながら根元も同じようにまさぐってみる。

「は……っ、ぁ、ゆかり」

「気持ちいい？」

　乱れた彼の息に得意な気持ちが湧いてきて、調子に乗って質問してみる。そっと頭に手のひらを乗せられて、彼の指に耳裏をなぞられた。そのまま流れた指先に顎を持ち上げられる。

　淫靡に濡れた彼の視線に囚われて、彼を高める手の動きが止まった。

「気持ちがいいし、うれしい」

　頭の芯がぼうっとなって、体の中が彼とひとつになりたいと騒ぎ始めた。しゃがんだ彼に目の奥を覗き込まれて、額にキスをされる。

「ガマン、できそうにない。ひとつになりたいから、準備をしてくる」

　劣情をにじませた彼の表情に濃蜜な衝撃を受けて、口をポカンと開けたまま、うなずいた。シャワーを浴びて泡を落とした彼が、サッとバスタオルで水気を取って室内に入るのを見送った。ベッドわきのチェストの引き出しを開けて箱を取り出し、中にあるものを取り出して装着している。

　あっ！　準備って……やだ。私も準備しないと。

　慌てて手のひらにボディソープの泡を載せて、彼の視線が私に向いていないことを確認しつつ、室内にある観葉植物で体が隠れる位置に立って繋がる場所を急いで洗った。シャワーで体を流している途中で、彼が戻ってきた。

　間一髪で洗い終わって、ホッとする。

「おまたせ」

　笑顔の彼に笑みを返して、腰を抱かれて引き寄せられる。キスを交わしながら、だんだん壁際に連れていかれて、背中にガラス壁が当たると、片足を持ち上げられた。

　もしかして、立ったままで繋がるの？

　彼の首に腕を回して、疑問を浮かべて見つめたら鼻先にキスをされた。

「しっかり、俺につかまっていて」

　やっぱり、そうなんだ！

　不安を抱えつつ言われたとおりに腕に力を籠めると、怒張した彼の大きなものじゃなく、指が入ってきた。

「ふ、ぁ……あんっ」

　持ち上げられた片足を、彼の腰に引っ掛ける。右手でお尻を掴まれて、左手で濡れた個所をクチュクチュとまさぐられた。

「は、ぁあっ、あ、ふぅ……あっ、あ……っ」

　彼に支えられているし、しがみついてもいるけれど、不安定な状態で気持ちよくさせられちゃうと、ちょっとしたスリルというか、つり橋を渡っているような不安感が快感のスパイスみたいにまぶされて、彼の指をものすごく意識してしまう。

「ひ、あぁ……っ、義明……っ、んっ、ぁあ」

　初体験の昨日とは違って、指がヒダをまさぐっていることとか、私の内側がうねって彼の指に絡んでいることとかがわかる。指の届かない部分が何かを欲しがっていることも、体があの圧迫を望んでいることも本能で理解してしまう。

　彼を受け入れる箇所が、満たされたがっている。

「義明……っ、ぁあ、もう……っ」

　思わず口走ってしまった言葉は、はっきりと欲しいと言ってはいないけど、伝わったみたいだ。驚いたように目を丸くした津山さんが、すぐに柔和に目を細くして、照れたように「俺も」とつぶやいた。

「はやく、ゆかりと繋がりたい」

　愛おしさで胸がキュウンと絞られて、抱きしめてキスをしたい情動にかられた。

　だけど、私がそんなことをしたら、津山さんはどう思う？　もしも彼が遊びだと認識していた場合、私が彼を好きだってことが伝わったら、めんどうくさいと思われてしまわないかな。

　そんな考えがサッと興奮の前を横切って、動けなかった。

　首筋にキスを受けて、指が抜かれて彼の熱いモノがあてがわれる。

「いい？」

　聞かれて、うなずく。

　ゆっくりと押し入ってくる彼の存在が愛おしくて、せりあがってくるものを喉を反らせて吐き出した。

「あっ、あぁ……あっ、あ、はぁあ、あっ、あ」

　ズブズブと私の中に沈んでいく熱情の塊が、彼の気持ちの表れだったらいいのにな。このくらい熱く硬く、私のことを思ってくれていたらいいのに。

「は、ぁあ……義明ぃ……あっ、気持ち、いい？　私の中」

　好き？　って聞く代わりに、遊び慣れた女らしいセリフを言ってみる。

「うん、気持ちがいいよ。すごく、あったかくて幸せな気分になれる」

　興奮を抑えた声で答えられて、心がホッコリした。頬が緩んで、好きだって言いたくなる。

「私も」

　愛してるなんて、まだ怖くて言えないけれど、同意をするくらいなら大丈夫だよね？

　ゆっくりと探るように彼が体を上下に揺らして、私の内側を小刻みに擦ってくる。

「苦しくない？」

「んっ、平気」

　パチャプチュと、私が彼を歓迎している音がする。この音が、彼への告白になりますようにと願いながら、腕に力を込めた。不安定な体位は危うい関係を表しているみたいで、今の私たちにぴったりな気がする。

　いつ崩れて離れても、おかしくない間柄。

　うれしくて、気持ちがいいのに切なくて、目の奥が熱くなって視界が滲んだ。

「苦しいの？」

　気遣う声に首を振る。

「このままで、大丈夫」

　眉根を寄せた津山さんが片手で私の腰を支えて、地面についている私の太腿を持ち上げた。

「きゃっ」

　倒れる！　と思って、彼の腰に脚を絡みつけて、腕に力を入れる。繋がったまま抱き上げられて、移動された。浴室の端に置かれていたマットを、津山さんが足で器用に倒した。抱えられたまま、ゆっくりとマットの上に寝かされる。

「あの状態じゃ、物足りないから。――激しくしたい」

　ギラギラと獣欲をみなぎらせた瞳で告げられて、胸を突かれる。物足りないって、激しくしたいって、どういうこと？

　よくわからないけど、彼が求めてくれるのなら応えたい。

「いいよ。好きにして」

「ありがとう」

　こつんと額を重ねてお礼を言われたかと思うと、グゥンと大きく内側をえぐられた。

「ひっ、ぁあ！」

　ガツガツと打ち付けられて、円を描くように隘路をえぐられて、目の奥が快感でチカチカする。

「あっ、あぁ……あぁっ、は、ぁああ、あっ」

「ゆかり……っ、気持ちいい……かわいいよ、もっと、声を聞かせて」

「ぁはっ、はんっ、は、はぁあ……よ、しあきぃ……あっ、ああ」

　揺さぶられて、振り落とされそうな気がするのに、彼とは絶対に離れないっていう確信みたいなものもあって、わけがわからなくなってくる。

　わかるのは、とっても気持ちがいいってことと、彼のことが好きで好きでたまらないっていうことだけ。

　突き上げられるたびに、悦楽の声を上げるごとに、彼への想いに打ちのめされる。

「あぁ、好きぃ……っ、もっと、あぁ」

　想いがあふれて、抑えきれなくて言ってしまった。

　もっともっと私を欲しがって。もっともっと、私を満たして。

「俺も、好きだよ。ゆかり」

「んっ、うんっ、うんっ、ぁあ……っ、は、ぁああ……っ、いっぱい……っ、義明でっ、いっぱい……に……なってる、ぁ……あぁ」

　脚の先から頭の先まで、津山さんで満たされている。

　実際はそうじゃないってわかっているのに、自分のすべてが津山さんに埋め尽くされているようで、とってもうれしい。

　私の世界のすべてが、津山さんになってしまっている。

　最高に愛おしくてたまらない。

「は、ぁあ、いいっ、いい……っ、し、あわせ……っ、好きぃ……っ、あぁ」

「うん、俺も……好きだ。うれしいよ、ゆかり。もっと、甘えて」

　首に、頬に、額に、まぶたにいっぱいキスをされて、恋しい気持ちがとめどなく湧きあがる。呼応した体の奥から愛液がどんどんあふれ出て、彼との繋がりを滑らかにしてくれる。

「ふぁあっ、ああ、義明ぃ、あっ、あぁあ」

　彼の速度がどんどん上がって、乱れた息が絡まって、声を上げながらキスを求めて、私も体を動かして快感の先を目指した。

「はぁあっ、あ、あぅ、は、ぁあ、好きっ、好きぃ……あっ、ああ」

「俺も……っ、ゆかり……ああ、好きだ」

　ぐんぐんふくらむ喜びに追い立てられて、理性が溶けて消えてしまった。ひたすら幸福な悦楽に包まれて、本能のままにはしゃいだ声を上げた。

「はぅっ、はぁんっ、あっ、ああ、好きぃ、あっ、あああ」

　こんなふうに過ごせる相手がいるなんて、想像もしていなかった。夢想していた恋よりも、ずっと素敵な感覚に酔いしれていると、何かが弾けた。

「っ、はぁあああ――っ！」

　悲鳴の最後がかすれて、音にならなかった。花火になったみたいで、極上の気分だ。粒子になった自分が空気に乗って拡散されて、世界に溶けてしまったような解放感。

　こういうものを、法悦というんだろう。

　耳の傍で、息の詰まった津山さんの呻きが聞こえて、彼を包んでいるところが熱くなった。彼も弾けたんだとわかって、幸福感が倍増する。

　私たち、同じ場所に到達したんだ。

　うっとりしていると、キスをされた。恋しさのままにキスを返していると、天気のいい春の日に味わうまどろみに似たものに包まれた。

　眠たくって、気持ちがよくって、あらがえない。

　ああ、なんて素敵な心地なんだろう。

　このままずっと、浸っていたいなぁ――――。

　

　遠くで私を呼ぶ声がする。

　意識がゆっくり浮上して重たい瞼を上げると、目の前に津山さんの顔があった。驚いて飛び起きて周囲を見回す。

　南国リゾートみたいな室内と、ゆったりとしたベッド。スーツを着た津山さん。

「あっ！」

　慌ててベッドから飛び起きて、裸の自分に気がついた。驚いて掛布団で胸元を隠す。苦笑を浮かべた津山さんの手が、私の頬に触れた。慈しみをたっぷり湛えた瞳で見つめられると、トクンと心が小さく鳴った。

「起こしたくなかったけど、目覚めてひとりだったら、不安になると思ったから」

「えぇと」

「仕事、行かなくちゃいけないから。先に出るけど、ゆかりはのんびりしていていいよ。チェックアウトは十時にしてある。じゃあ、名残惜しいけど」

　チュッと額にキスをされた。

「これからはプライベートな連絡、してもいい？」

「え、あぁ……はい」

「じゃあ、また」

　とろける笑顔を残して、部屋を出ていく彼を見送る。チェストに置いてあったカバンを引き寄せて、スマホを取り出して時間を確認した。

　午前七時二十七分。

　数字をしばらく見つめてから、今日のシフトを思い出す。今日の出勤は十一時からだから時間の余裕はあるけれど、津山さんがいないこの部屋に残っているのは、なんだかちょっと居心地悪い。

　すぐに帰り支度をして、カバンの横に置かれていたルームキーのカードを手にして、部屋を出た。無人カウンターの横に、カードを入れる機械がある。そこにカードを挿入したら、チェックアウトの文字が出た。

　夢から覚めきっていないような、ぼんやりとした心地で駅へ向かいながら、昨夜のことを反芻する。

　私、好きって言ったよね。それで、津山さんも好きって言ってくれたよね。

　聞き間違いじゃない……よね？

　心が浮き立つと同時に、リップサービスという単語も浮かんだ。

　エッチの最中に気持ちが高ぶって、好きとか言ってしまうこともあるって、何かの本に書いてあった。たしか、ファッション誌の恋愛相談関係の記事だったと思う。

　私につられて、気分を盛り上げるために津山さんも「好き」って言ってくれた可能性がある。

　浮かれて調子に乗るのは、まだ早い。だって彼が、私が作り上げてきた遊び慣れた女のイメージを通して接してくれているのだとしたら、セフレとしての「好き」ってだけかもしれないから。

　彼からの「好き」に、浮かれて羽ばたきそうになる気持ちをなだめていると、カバンの中でスマホが震えた。

　ＳＭＳの受信があると、ロック画面に表示されている。差出人は、津山義明。

　足を止めてメールを開く。

『一緒に過ごせて楽しかった。次は休日にデートをしよう。』

　ブワッと足元から喜びが舞い上がる。気持ちが大きく広がって、だだっ広い草原の真ん中に立っているような爽快な気分に満たされる。それをしばらく味わっていたくって、返信せずにスマホを抱きしめて目を閉じた。

　デートに誘ってくれたのなら、単なるセフレじゃないかもしれない。

　羽ばたいていく気持ちのままに、駅へと走る。

　希望に背中を押されつつ、返信の文面を考えながら改札を抜けて電車に乗った。

　今日も、津山さんはお店に顔を出してくれるのかな。もし来てくれたら、メールじゃなくてこっそりと、次の予定の相談ができたらいいな。







第三章　かわいくなくても、いいですか？








　季節は、あれよあれよという間に過ぎていった。

　津山さんから初めてプライベートなＳＭＳをもらったころは、軽い色合いの服を着ていたけれど、今は落ち着いた色味の服を着ている。

　装いの厚みは変わりないのに色合いが重くなっているのは、明るくまぶしい季節に向かうのではなく、冷たくて澄んだ季節に向かう前だから。

　彼を誘った初春が終わって夏を越え、秋になった。

　多くの人が楽しそうに、目の前を通り過ぎていく。

　親子連れ。

　友人同士らしいグループ。

　恋人同士っぽい人たち。

　ベンチに腰掛けて、行き交う人たちをぼんやりと眺めている私がいるのは、有名なテーマパーク。

　津山さんとの初デートから半年経ったんだなぁって感慨にふけっていたら、チュロスとドリンクを手にした彼が戻ってきた。

「おまたせ」

　私はプレーン、津山さんはチョコレート。

「ありがと」

　隣に座った彼からチュロスを受け取った。

　有休消化をしなくちゃいけないってことになって、津山さんと予定を合わせて旅行に来ている。旅行先の候補はテーマパーク以外にも、温泉旅行とか観光地巡りなんてものもあったけど、やることがたくさんある場所のほうがいいから、テーマパークを選んだ。だって、私まだ津山さんの前で素直な私になれていない。話題も、ボロが出ないように気をつけているから、落ち着いた場所よりもアレコレいろんなものがある状態のほうがごまかしやすい。

　ちらりと横目でチュロスをかじる津山さんを見る。パーカーにジャケットを羽織っている彼は、カジュアルなのにスッキリと上品で、うっとりと見とれてしまう。

　こうしてデート旅行をするほどの仲にはなったけど、いまだに彼の恋人になれているという実感はない。エッチの時は好きって言ってくれるけど、それ以外では言ってくれない。スマホでのやり取りは予定を決めるくらいで、たわいない言葉を送ることもない。

　どう考えてもセフレだよねぇ。

　まあ、しょっぱなの私の誘い方がアレだったから、そうなってもしかたがなくはあるけれど。

　楽しそうな人々を眺めつつ、考える。はたから見たら恋人同士に見える人たちの中にも、私たちの関係みたいな人もいるのかな。

「次、どこ行こうか」

　食べ終わった津山さんに問われて、目の前にある山を模したアトラクションを指さした。

「あそこは、どう？」

　待ち時間をアプリで調べると、一時間ほどと書いていた。平日であっても人気のアトラクションは並ぶんだなぁ。

　飲みかけのドリンクを手に、列の最後尾に並ぶ。テーマパークの代表キャラクターの耳つきカチューシャを付けた高校生らしき人や、キャラクターのイラストが描かれたポップコーンケースを持っている人、マスコットを身に着けている人など、全身でここの世界観を楽しんでいる人たちがたくさんいる。

　私だって、心の中ではしっかりと浮かれてはいるんだけど、それを表に出せない自分が恨めしい。私もキャラクターのカチューシャをつけて、津山さんの腕に腕を絡めて甘えたい。

　だけど、何年もかけて作り上げた自分のキャラを崩すのは難しい。

　そっとため息をこぼして、ほほえんだままの津山さんを見る。

　彼は、楽しいのかな。

　私の視線に気がついて、ふっと顔をこちらに向けた彼のまなざしが、優しすぎてドキッとする。この瞳に、心をゆだねてしまいたい。

「ねぇ……楽しい？」

　そっと問うと、彼は不思議そうな顔をしてから不安げに眉を下げた。

「つまらない？」

　質問に質問を返される。

「聞いたのは、私なんだけど」

　偉そうな口調。つんけんした態度。もっとかわいくなりたいのに、軌道修正ができない自分にイライラして、さらに態度が悪くなってしまう。

　津山さんは、どうしてこんな私に付き合ってくれているんだろう。

　やっぱり、セックスができるから？　そのために、デートをしてくれているのかな。

　悲しみが不安を募らせて、ますます甘えられなくなっていく。

「俺は、楽しいよ。ゆかりといられたら、何をしていても楽しい」

　とろける笑顔に心が震える。うれしさとさらなる不安が湧き上がる。

　彼を失いたくない。恋人ではなくセフレだと言われた時に、自分が崩れてしまわないように、これ以上は踏み込まないようにしなくっちゃって警戒心が働く。

「お手軽ね」

　フンッと鼻を鳴らした私に気を悪くすることもなく、津山さんはただ笑っている。どうして、こんなに優しくしてくれるんだろう。

　頭の中でグルグルと、下心のある男は優しい、とか、ベッドに持ち込むためのデートテクニック、なんて文言が躍っている。

　あくまで津山さんは、ベッドに行くための前戯の一部としてデートに誘ってくれているんだって、何度も何度も自分に言い聞かせている。

　だって、エッチをしない日は絶対ないから。デートのコースはどんな場所に行ったって、最後はかならずラブホテル。

　そろそろ夕食って時になると、彼との濃密な時間が迫っているんだなって考えてしまうくらい、決まっている。

　だから、彼の優しさはすべて精神的な前戯なんだと考える。愛されているんじゃなくって、エッチをより充実した気持ちで味わえるようにするための下準備なんだって。

　そうやって自分に言い聞かせないと落ち着かない理由は、自覚している。

　浮かれすぎて、あとで傷ついてしまわないようにするための、自分防衛。

　だから余計に、甘えられなくなってしまう。

　怖くて怖くてしかたがないのは、好きが加速して体にぴったりと寄り添ってしまっているから。

　冗談のはずの誘いに彼が乗ってくれたことで、絶対に無理だと思っていた人に処女を捧げることになった。

　素直な私でいられたら、彼に甘えて彼女になって、このデートだってラブラブな時間になれていたんじゃないかって考えるけど、そもそも素直な私だったら、彼に「今夜、かわいがって」なんて言えなかった。ということは、彼が気に入っているのは〝男慣れした遊んでいる女〟の私であって、素の私じゃないってことになるから、甘えたりしたら嫌がられるかもしれない。

　あぁ、もう……この思考スパイラルから逃れたいのに。どうすればいいのかわからない。

　私たちは恋人なのかセフレなのか、質問する勇気が持てない。

「なんか、ちょっと疲れちゃった」

　体力ではなく、精神的に。普段のデートなら映画を観るとかショッピングをするとかして、食事をして、ホテルに行くってパターンだから、ふたりの関係性を考えたとしても、こんなにずっとグルグルするって状態じゃなかった。周りに幸せそうなカップルがたくさんいるから、比較してしまうっていうのも、あるのかもしれない。

　泊りデートの意味するところはどこなんだろうって、ずうっと悩んでる。

　質問しないといつまでたっても答えは得られないって、理解しているのに。この関係が壊れるのが怖くて、進むことができない。

　ダメだなぁ、私。

「じゃあ、どこかお店に入ってのんびりしようか」

　ホテルに戻ろうじゃなく、どこかお店に。

　その一言で、ちょっと気分が浮上する。エッチが目的じゃないかもしれないなんて、わずかな希望を浮かべてしまう。

　そしてまた悩んで、浮き沈みして無駄に疲れてしまうんだ。

　終わりにしたら楽になる。

　だけど、終わりたくない。

　自分が情けなくて、泣きたくなってくる。

　うつむいたら、そっと背中に手を添えられた。ぬくもりが心に沁みて、もたれかかりたくなる。

　気分の悪いフリをしたら、甘えていることにはならないよね。

　おそるおそる彼の胸に額を当てたら、両腕で包まれた。傍目にはきっと、いちゃついているカップルに見えるはず。心の底から、そんなふうになりたいな。

「行く？」

　うなずくと、彼が私を列の外へ連れ出してくれた。寄り添いながら彼の導くままに歩いて、たどり着いたのはアトラクションのそばにある、森の大きな木を利用して作ったような外観のレストラン。テーマパークの世界観に合わせたもので、店員たちが森のネズミのような恰好で迎え入れてくれた。

　二階席に案内されて、ドリンクを注文する。津山さんはホットコーヒー。私はジンジャーエール。

「ちょっと待ってて」

　注文を終えると、彼は席を立ってどこかへ行ってしまった。ボディバックはそのままに、スマホだけ手に持って。

　エリアマネージャーだから、休暇を取っているとはいっても仕事の連絡が入ってきたのかもしれない。

　ぼんやりと考えながら、頬杖をついていたらコーヒーとジンジャーエールが運ばれてきた。

　何やってるんだろう、私。

　ストローに口をつけて、この半年を振り返ってみる。

　冗談半分で、津山さんを遠回しにホテルに誘った。断られるつもりだったのに、彼はホテルに行こうと言ってくれた。冗談だったと言い出せなくて、生まれて初めてラブホテルに入って処女を捧げた。

　次の日にもホテルに誘われて、個人的なメッセージのやり取りが始まって、仕事終わりに食事をしてエッチをしたり、休みが合う日はデートをしてからラブホテルで過ごしたりという日々を重ねた。

　そして今は、有休消化を理由に二泊三日の旅行に来ている。

　私と津山さんがこういう関係になっているってことは、職場の誰にもバレてはいない。職場での態度は変わっていないし、会うのもなるべく職場の誰かと出くわさない場所を選んでいるから。

　こういう、こっそりとした逢瀬が悪いことをしている気分を生んで、余計に悩んでしまうのかも。

　スマホを手にして、メッセージアプリを起動する。誰かに相談したいけど、いったい誰に言えばいいのか。

　思えば、私はずっと、見た目で判断された通りのキャラを演じ続けてきた。当然、友人は〝演じている私〟を私だと思って接してくれているわけで、実は半年前まで男性経験ゼロの処女でしたって言っても、困惑させるだけだろう。

　怒らせてしまう可能性もある。だって私、知ったかぶりで偉そうに、アドバイスしたり意見を言ったりしていたんだもん。

　スマホを置いて、頭を抱える。

　ふいに、いつ言われたか忘れるくらい前の、西尾さんのセリフを思い出す。

　――あんまりキャラができちゃってると、崩しにくいよねぇ。

　時々ふっと脳裏に浮かぶこの声に、幾度助けてもらいたいって、手を伸ばしかけたことか。

　相談に乗るって言ってくれたのに、自分をさらけ出すのが怖い。三十過ぎるとどうでもよくなる、みたいなことを言っていたけれど、それは西尾さんだからで、私はずっと囚われていそうな気がする。

　いつまで、津山さんにかまってもらえるのかなぁ。

　深くて大きなため息をこぼして、頬杖をついて店内に視線を向けた。楽しそうに過ごしている人たちの中で、私だけ憂鬱な顔をしている。場違いな気がして、居心地が悪い。

　視線を転じて、窓の外に向けた。

　明るい日差しの中、笑顔を浮かべた人々が行き交っている。

　私も、もっと素直に楽しめられたらいいのに。お気に入りのキャラクターのマスコットを買って、カバンにつけて、着ぐるみに出会わないかとワクワクしながら園内を巡って、乗り物を楽しんで、ところどころで行われているストリートパフォーマンスに歓声を上げて、そして――。

　恋人らしく甘えて、津山さんと過ごしたい。

　また、ため息がこぼれた。

　ジンジャーエールを飲むわけでもなく、なんとなく唇が寂しいからストローを加えて、うなだれる。息を吐き出して、ぶくぶくぶくっと憂鬱をジンジャーエールに混ぜてみた。炭酸の泡よりも、ずっと大きな空気の塊が氷を揺らす。

「子どもみたいだな」

　笑いを含んだ声に顔を上げたら、ぬいぐるみを小脇に抱えた津山さんが立っていた。

「えっ、あ……っ」

　無防備になっていた姿を見られて動揺していると、ずいっと目の前にぬいぐるみを差し出された。反射的に受け取って、席に落ち着く津山さんを見つめる。

「さっき、こいつを見てただろ？　好きなんだろうなって思って」

　言いながら、津山さんは照れ隠しのように冷めてしまったコーヒーを口に運んだ。

　チュロスを買ってもらう前に入ったショップに、ミントグリーンの猫のぬいぐるみが置いてあった。かわいいなぁってちょっと思って、でも子どもっぽいよねとすぐにあきらめた。じっと見つめて買おうかどうか悩んでいたわけでもないのに、どうして彼に気づかれたんだろう。

「どうして、これ」

　三十センチほどの大きさのぬいぐるみを抱きしめると、津山さんの目が慈しむように柔らかくなった。

「ゆかりが、迷っているように見えたから。旅行も、俺が半ば強引に誘った感じになっていたし、何かお礼とお詫びになるようなもの……あと、記念になるものを贈りたくて」

　強引に誘ったって、思っていたんだ。はにかむ姿にキュンとする。私のことを考えて、気にかけて、ささいなことに気がついてくれたんだって、胸と目頭が感動で熱くなった。

　ダメダメ。

　こんなところで感動して涙目になっちゃったら、私のイメージがくずれちゃう。

　あわててプイッと顔をそむけて、そっけない声を出す。

「別に、私は強引に誘われたとは思ってないから、お詫びなんていらないけど」

　でも、このぬいぐるみはうれしい。ギュッとぬいぐるみを抱く腕に力を籠める。

「乗り気じゃなかった感じだっただろ？」

「それは……っ」

　不安だったからとは言えない。何が不安なのかって聞かれても、本性がバレて津山さんに嫌われるかもしれないってことが……なんて、答えられないもの。本当は男慣れしてなんていないんですって、初体験の相手が津山さんなんですって告白をするところから説明しなくちゃいけなくなるし。

　視線をうろうろさまよわせてから、ツンッと顎を反らす。

「別に、どうでもいいでしょう」

　ああ、またしてもかわいげのない態度を取ってしまった。今回こそ愛想をつかされるかもしれない。

　ヒヤヒヤしながら、これでいいんだと自分に言い聞かせる。だって津山さんが知っているのは、こういうキャラの私なんだし。

　内心でオロオロしていると、津山さんがため息をついた。

　困っているようにも疲れたようにも見える表情に、不穏な気配を感じてドキリとして、とっさに視線を外してしまった。

　まさか、終わりを告げられる!?　この旅行は、区切りをつけるためのもので、さっきの「記念になるもの」発言は、手切れの品的な意味だったとか……じゃ、ないよね？

　ぎこちなく彼に視線を戻したら、少し寂しそうなほほえみがそこにあった。

「いつになったら、素直に甘えてもらえる？」

「え」

「ずっと、俺を警戒しているっていうか、どこかよそよそしいままだろう？　なかなか休みを合わせられないっていうのもあるけどさ、なんだかんだでもう半年なんだし」

　言葉尻で言い淀んで、津山さんは何かを探すように視線を動かした。それでも見つからなかったのか、言い方を考えているのか。今度は手を顎に当てて、口元を隠して眉間にシワを寄せている。

　恐ろしい想像に体中がこわばった。

　つっけんどんな態度でキャラを保持していたけれど、甘えてくる女のほうがやっぱりいいってことなのかな。

　いつまでもツンケンして、甘えた態度を取れなかったから、嫌われてしまった？

　でも、甘えるって、どうやったらいいのかわかんないし、正直な私を出したら、誘った言葉は冗談のつもりでしたって言わなきゃいけなくなって、そうしたら絶対変な空気になるよね。そこから、もう終わりにしようって流れになっちゃいそう。

　ゴクリと喉を鳴らして、彼の口から続きの言葉が出てくるのを待つ。どうか、どうか別れの言葉じゃありませんように。

　グッと奥歯をかみしめて、どんな言葉が出てきても受け止められるように全身に力を入れて身構えていたら、ふいに津山さんが噴き出した。

「ふっ、クックッ…っ」

「な、何!?」

　ぬいぐるみが潰れるくらいにギュウッと強く抱きしめて、笑い続ける彼を見る。手のひらを私に向けて、ひらひらと動かしながら笑う津山さんは楽しそう。別れを告げられそうな雰囲気ではないけれど、笑われている理由がわからなくて別の不安がお腹のあたりにわだかまる。

「いや。ゆかりがかわいくて、ごめん」

「それで、なんで笑うわけ？　大きなぬいぐるみを抱いて、子どもっぽいって言いたいの？」

　喧嘩腰の口調になってしまった。

　笑いながら首を振った彼が、手を伸ばしてぬいぐるみの頭を撫でる。

「この子に免じて、機嫌を直して」

　視線で「ね？」と言われて、口をつぐむ。楽しそうな目で、いたずらっぽい顔をされると、カッコよさの中に可愛さが混じってキュンキュンした。

　ときめきすぎて彼を直視できなくなって、顔をそらして唇を尖らせる。

「まあ、いいけど」

「ありがとう」

　ぬいぐるみの頭部から離れた彼の手が、コーヒーカップに移動した。長くて細い、少し節が目立つ指を見つめていたら、触れられたくてたまらなくなった。

　甘えたい。

　だけど、上手にできない。

　私ができる、唯一の甘え方。彼に触れてもらえて、私からも素直に彼に触れられる行為は、ひとつしかない。

「ねぇ」

　声が少し硬くなった。私から彼を誘うのは、冗談が本気になったあの夜以来だ。

「ホテル、戻ろう？」

　含みに気づいてくれますようにと、上目遣いに願いを込めた。

　言葉を受け止めた津山さんの目が、わずかに猛禽類のように鋭く光って、私の下肢が心臓とともにキュンと締まった。

　

　ラブホテルじゃない部屋で、エッチなんてしていいのかな。

　ダブルベッドが置かれた広い部屋で、津山さんがシャワーから出てくるのを待つ間、スマホで『一般ホテル　エッチ』と打ち込んで検索した。

　ヒットしたサイトのひとつを開くと、メリットとデメリットという目次があった。全部を読んでいる時間はないから、デメリットのページを開く。

　音漏れが心配という記事があり、対策としてタオルで口をふさぐとか、ベッドの軋み音がしないようにするとか、キスで声を抑えるとか書いてある。

　私が知りたい内容は、これじゃない。

　検索一覧に戻って、別のページをタップした。

　さっきのサイトと似たり寄ったりな内容で、それ以外には汚れないよう注意しましょうという記載はあるけど、具体的な対策法は書かれていなかった。

　ちゃんと説明してくれているサイトは無いの？

　次々とサイトを開いてみるけれど、私の知りたい情報はなかった。普通のホテルでエッチをするのは問題ないってことがわかっただけでも、よかったのかも。

　部屋を汚さないようにする方法で、参考になりそうなのはベッドの軋み音を出さないために、立ったままするって書いてあったものくらい。

　でも、立ったままでするって――。

　スマホから顔を上げて、室内を見回す。

　白を基調とした、落ち着いたグリーンとこげ茶色で構成されている上品な室内。

　ダブルベッドのわきにはチェストがあり、アンティークっぽい雰囲気をかもしているランプが置かれている。

　ベッドとは反対側の壁には机と椅子。大きな窓の手前には、ソファとローテーブルがある。ローテーブルの上にはカゴに入ったフラワーアレンジメント。

　こうして普通のホテルの室内を見ていると、ラブホテルってけっこう趣向を凝らした作りになっていたんだなって感心する。

　リゾートみたいな雰囲気のものがあったり、どこかのバーのような造りのものがあったり、水族館みたいだったりプラネタリウムみたいなものもあったり。

　普通のビジネスホテルっぽいところもあったけど、ほとんどが凝った内装だった。

　いろんなところに、入ったなぁ。

　おなじホテルでも、別の部屋に入ったらまったく違った内装だった時には驚いた。

　ラブホテルに行くことは、私にとってちょっとした旅行みたいなものだったのかも。

　日常から離れて、特別な時間へ。

　だから、普段は〝津山さん〟としか呼べなくても、キスを受けた後は〝義明〟って呼べていたんだ。

　仕事以外では私を呼び捨てにしてくれる津山さんは、仕事とプライベートで切り分けができているんだろうな。

　エッチの時にしか下の名前を呼べない私を、どう思っているんだろう。

　――いつになったら、素直に甘えてもらえる？

　レストランで言われた言葉が耳奥に響く。

　いつになったら、素直に甘えられるんだろう。そんな日は、来るのだろうか。来たとして、津山さんは私をどう扱うの？　恋人として受け入れてくれたらうれしいけど、セフレとしての割り切った甘え方を求められているのだとしたら――。

　浴室の扉が開いて、バスローブ姿の津山さんが出てきた。エッチの前に必ず体を洗うようになったのは、私のせいだ。キスをして、その先に進みかけるたびに、ちょっと待ってと彼を止めてシャワーを浴びたいと言い続けたから。

　少しでも、キレイでいい匂いがすると思われたいから。しっかりと汚れを落として体を磨いておきたい。

　そんな気持ちを、彼は単に私が「キレイ好きだから」と受け取っているっぽい。

　チラッとベッドの枕元に置いたぬいぐるみを見てから、立ち上がる。

「景色、よかったよ」

　彼の言葉にうなずいて、脱衣所に入って驚いた。大理石を思わせる洗面台の先に、ガラス張りの扉があって、その先のバスルームの壁に大きな窓がある。ほんの少し端のあたりがオレンジになりかけている青空が、手が届きそうな場所にあった。

　三十七階の窓から見える景色には、同じ高さの建物はない。だから浴室に窓があっても、見られる心配をせずに景色を楽しめるということなんだろう。

　まだまだ明るい日差しを受けて服を脱いでいると、背徳感が湧いてくる。

　こんな時間にエッチをしたいって言いだした私を、彼はどう思っているんだろう。やっぱりセフレだと考えている？　ふしだらで遊び慣れていると受け止めている？

　こんなキャラにならなきゃよかったって気持ちと、こんなキャラを作っていたから津山さんといられるんだって思考が、仲良く手を繋いで踊っている。ケンカをしてどっちかが優勢になってくれたら、どっちつかずでグルグルすることもなくなりそうなのに、なんで同居しているかなぁ。

　自分の思考と気持ちに文句を浮かべつつ、浴槽に湯をためている間にシャワーを浴びて体を洗う。

　キャラを作っているのなら徹底的にすればいいのに、中途半端な自分に呆れる。

　体を洗い終えて、湯船に浸かった。

　ゆったりとした心地よさに息が漏れる。

　茜色が濃くなった空を見て、秋の日はつるべ落としって言葉が頭に浮かんだ。私が部屋に戻るころには、夜の空になっているのかな。

　目を閉じて、体から力を抜いた。お湯が体を軽くしてくれる。ゆらゆらと揺れるとまではいかないけれど、身をゆだねると安心感を味わえる。

　こんなふうに、いつか津山さんにも素直な私を預けたいな。いつまでもずっと、彼と過ごしていたい。

　ふいに切なさがこみあげてきて、乱暴に頬を叩いた。終わりを想定してしまうのは、きっと秋だから。寂しさが上ってくるのも、きっと秋だから。

　昔の人も、秋の夜長は人が恋しいとかなんとか、そういう和歌を詠んでいたって学生時代に習った気がする。

　現代人も昔の人も、人は人なんだなぁ。

　しみじみと考えて、こういう気分になるのはしかたないんだって自分をなだめる。

　立ち上がったら、自分の体が一瞬だけ重たくなった気がした。お湯の支えがなくなって、たゆたっていた私の形がはっきりとする。

　次はお風呂じゃなくて、津山さんにとろけるんだと思うと、胸の先がツンと尖った。淡い疼きを感じて、乳房に手を乗せる。

　体はすっかり、津山さんになじんでしまっている。彼の指がどんな風に動くのか、彼の唇にどんなことをされるのかを覚えている。体の内側も、津山さんの情熱を記憶している。

　彼しか知らない私の隅々まで、津山さんが浸透している。

　だから、怖い。

　失いたくない。このままの関係でいたい。だけど、現状のままでは物足りない。

　グラグラ揺れながら体を拭いて髪を乾かし、ショーツを穿いてバスローブを身に着けた。

「お待たせ」

　部屋に戻ると、カーテンが閉められていた。彼は窓際のソファに座っていた。視線を私に向けてくれた津山さんは、包み込むような笑みを浮かべてくれる。

　ああ、好き――。

　キュウンと胸がときめいて、好きって気持ちに打ちのめされた。

　淡いオレンジの間接照明に照らされている津山さんは、ものすごく色っぽい。立ち上がった彼がバスローブを肩から落とす。

　均整の取れた体は、何度見ても見惚れてしまう。ほどよく引き締まった腰と、硬い胸板。なめらかな肌がどれほど熱いのかを、目にしただけで思い出せるくらいに体が覚えてしまっている。

　そのくらい、津山さんと体を重ねてきたんだなって、いつも面映ゆくなってボウッとしてしまう。

　彼が近づいてきて、抱き寄せられた。顔を上げて、下りてくるキスを受け止める。

「んっ、ん……ふ」

　淡いキス。チュッチュッと軽くついばみ合って、角度を変えたらだんだん深くなっていく。

　始める前の儀式みたいなキスを繰り返し、彼の背中に腕を回した。

　広くて、温かい背中。彼の体温をもっと強く味わいたくて、体を寄せる。

　腰を抱かれて、ダンスを踊るようにエスコートされて、ベッドの上に寝かされた。キスをしたままバスローブの帯を解かれて、前を広げられる。

「ん、ふ……っ、う、んぅ」

　彼の舌が差し込まれて、口内をまさぐられる。じんわりと口の中が甘く痺れて、体中の性感帯がゆっくりと開いていく。

「っ、は……ぅんっ、んっ」

　大きな手のひらに乳房を包まれて、輪郭をなぞるようにさすられた。くすぐったくて身をよじると、乳頭をつままれてクリクリと捏ねられる。

「んっ、ぁ……は、ぁあっ、あんっ」

　指の腹で、時々つぶすようにキュッキュッと絞られたら、甘痒い刺激が走って肌が震えた。ヒクンと女の園が反応して、ジワッと愛液がにじみ出る。

　彼の首に腕を回して、口内にある舌に舌を絡ませた。もっともっと、甘やかしてトロトロにしてほしい。でないと、素直になれないから。

　エッチの時だけ、私は本当の私でいられる。与えられる快感に溶かされて、津山さんが欲しいって伝えられる。

「ぁは、ぁあ……あっ、はふ……ふっ、ぅん」

　伸ばした舌を吸われて、乳首をピンッと弾かれて、跳ねた腰の奥が熱くなった。ゆっくりと女の部分がうねって濡れて、津山さんを求めている。

「ゆかり、気持ちいい？」

　うなずいて、彼の瞳を見つめる。獣欲を宿した瞳は怖いくらいに優しくて、本気で愛されているんだと錯覚しそうになる。

　この行為の間だけでも私に夢中になって、世界の全部が私みたいな感覚になってほしい。

　悲しいくらいに愛しくて、津山さんの唇に唇を重ねた。

「もっと、して？　義明」

　甘えた声を出したら、彼の目がうれしそうに細められた。

「うん。もっと、する」

　耳裏に舌を伸ばされ、耳朶を軽く噛まれた。耳の縁を舌先でなぞられて、肌が粟立つ。ほんのりと熱を帯びた体が、理性をゆっくりとろかせる。指先が快感に痺れて、官能の息がこぼれ出た。

　首筋を滑った津山さんの舌が鎖骨をなぞって乳房に触れて、乳頭に絡みつく。チュクチュク吸われて、愛おしさが心の奥から湧き上がった。

「は、ぁ……っ、ふぁ、あ、ん……んっ」

　私の想いが、津山さんの喉を通って彼の心に届きますように。

　祈りながら愛撫に身をよじって、悦楽の声を上げる。脚の間の疼きが抑えきれなくなって、腰をくねらせたら彼の腰が押しつけられた。

　熱くて硬い塊にドキリと心臓が跳ねて、体の奥が熱くふくらむ。

　深い場所を、下肢に触れているもので埋めてほしい。

　膝を開いて、彼の腰に脚をかけた。さらけ出された秘裂にたくましいものがあてがわれる。腰を揺らして、私の入り口と彼の幹の腹を擦り合わせて情熱を高め合う。

「ぁ、はぁあ……あっ、はぁう、義明ぃ……あっ、あ」

「欲しい？」

「んっ、欲しい……義明で、いっぱいにして」

　鼻にかかった高い声でねだると、クスッと笑った彼の唇が額に触れた。撫でるようなキスに首を伸ばして、ネコが飼い主に甘えるみたいに頭を擦りつける。

「ゆかりみたいなタイプを、ツンデレって言うのかな？」

　つぶやきに、疑問を乗せた視線を向けると首を振られた。

「なんでもない」

　チュッと頬にキスをされて、目を閉じた。乳房にあった彼の手がわき腹を滑って腰にかかった。太腿を滑って膝に到達した手がくるっと方向を変えて、内腿を撫で上げられる。脚の付け根に到達した彼の手が開いて、触れられたがっている肉花に指がかかった。

　期待と興奮に体が開いて、彼の指を受け入れた。

「ふ、ぁあ……は、ぁあうっ、あっ、ああ」

　指先で入り口を上下になぞられると、くすぐったさの奥に淡い愉悦が生まれた。彼の指が私の喜びの液で濡れていく。

「ゆかり、かわいい」

　クチュプチュとわざと濡れ音を立てるように指を動かす彼の、うっとりと上気した目じりがセクシーでモジモジしてしまう。彼の肩に額を当てて顔を隠したら、髪にキスをされた。

「恥ずかしい？」

　うなずくと「そっか」と耳元でささやかれる。

「でも、俺はゆかりの表情を見たいんだ。ダメ？」

　ダメじゃない。だけど、よけいに羞恥が強くなって、顔を上げられなくなった。ギュウッと彼の首に回した腕に力を籠めると、穏やかな声で「わかった」と言われた。

「うんと気持ちよくして、恥ずかしさを消すよ」

　クンッと内側で彼の指が曲がった。指先で淫核を弾かれて、喉が反った。

「ぁはっ！」

　そのまま敏感な突起を指でもてあそばれたら、気持ちがよすぎて顔を伏せるどころじゃなくなる。

「は、ぁあうっ、よっ、よしあ……ああっ、あぁ」

　口元をほころばせて、じっと私を見つめる彼の劣情を含んだ艶めいた視線に、細胞が炭酸の泡みたいにシュワシュワ弾ける。パチンと爆ぜて消えてしまいそうな危うさが甘美な興奮を増幅させて、津山さんが欲しくてたまらなくなった。

「ふぁあっ、あっ、欲しい……っ、ねぇ、来てぇ……義明っ、義明ぃ」

　泣き声みたいな嬌声が、想いと共にほとばしる。あっという間に昂って、こらえられなくなってしまうのは、津山さんが好きで好きでしかたがないから。

　今だけ――セックスをしている間だけでも、私の気持ちを丸ごと彼に伝えたい。理性を脱いだ状態なら、きっと重たいと思われないはずだから。セフレだと認識されていたとしても、おかしいと感じられないだろうから。

「は、ぁあ……あんっ、ぁ、ねぇ、義明ぃ」

　髪を乱して体をくねらせて、全身で彼を求める。女の部分はふっくらと開花して、隆々とそびえるものを待ち望んでいた。

「ゆかり」

　吐息交じりに名前を呼ばれる。熱っぽく、何かを抑えるような声音に頭がクラクラした。

「好きだよ、ゆかり」

　心に染み入る声に、泣きたくなる。

「私も……好き……っ」

「誰が？」

「っ、義明」

「本当に？」

「んっ、好き……義明が、好き……だから、ねぇ」

　体を揺すって訴える。

　ちょうだい。私を、あなたでいっぱいにして。

　内側の指が増えて、襞を広げられる。隘路の入り口を擦られて、肉花をまさぐられて、内側がグズグズに溶けていく。

「はぁあん……あっ、ねぇ、義明ぃ、ねぇ……義明っ、あっ、早く……っ」

　物足りない。深いところで繋がりたい。一緒に気持ちよくなりたい。私を求めて揺れるあなたの律動を感じたい。一緒に踊って、情熱的に昂って、同じ場所を目指したい。

「ゆかり……もっと、俺を欲しがって。もっともっと、俺に夢中になって」

　哀切を含んだ声に、心が震える。

　どうして津山さんが、そんな声を出すの？　淫情に支配されて、より強い快楽を求めているから？

　まるで本当に愛されているみたい。今だけ、そういう夢を見させてくれているのかも。だって行為の最中は、世界にふたりだけになるから。他のなにもかもを忘れて、互いを求める本能に従うほかは、なくなってしまうから。

「欲しいよ……義明……っ、ねぇ、好きぃ……だから、ちょうだい……義明で、いっぱいにして……っ、ああ、もっと、ねぇ」

　心の中にあるものを、まるごと吐き出して彼を求める。体を揺らして、駄々をこねる子どもみたいに欲しがって、津山さんでいっぱいになりたいと願った。

「義明ぃ……ねぇ、ねぇ！」

　必死に求める私を見つめる彼の目じりが、柔和に下がった。

「うん。俺も、ゆかりが欲しい……ゆかりに包まれたい」

「んっ、ん……いっぱいにして……義明で、いっぱいになりたい」

　激しく唇をむさぼって、欲しい気持ちを態度で表す。淫花から指が抜けて、獣欲に満たされた瞳の津山さんがかすれた声を出す。

「準備、してくる」

　離れたくなくて、避妊具を付けに行く彼を引き留めたいけど、ちいさくうなずいて見送った。ほんのわずかな距離が、とても遠くてもどかしい。早く私の傍に戻って、肌のぬくもりを与えてほしい。

「ゆかり」

　劣情たっぷりの呼び声に手を伸ばす。覆いかぶさられて、首に腕を回して脚を開いた。膝の間に彼の腰が納まって、しっとりと汗をまとった情熱的な肌に脚を絡める。

　キスをされて、キスを返して、角度を変えて舌を絡めて、求めていると彼に伝える。

「ん……ふ、ぅ」

　体の奥から本能の熱が湧き上がって、女の園がわなないた。おへその奥が震えて、ぽっかりと大きな穴が開いたみたいな感覚がして、そこを埋めてほしくって腰を浮かせて津山さんに訴えた。

　あなたと、繋がりたい――。

「ぁ、義明」

「うん、ゆかり」

　目を細めた津山さんの腰が動いて、色熱の切っ先があてがわれた。劣情の杭にゆっくりと広げられる花弁が震えて、ヒダが喜びにうねった。

「あ、ぁあ……あっ、あ」

　待ち望んでいた圧迫に声を上げて、幸福な質量に集中する。もどかしいほどゆっくりと穿たれる灼熱の喜びに、媚肉がすがって奥へと誘う。

「は、ぁあ……義明ぃ」

「ふ……ゆかり、熱いね……すごく、気持ちがいい」

「っ、私も……っ、あぁ、溶けそう」

　気持ちがよすぎて、涙が浮かんだ。目じりに溜まったそれを、津山さんの唇がぬぐってくれる。

「好きだよ、ゆかり」

「うん、うん……っ、私も、好きぃ……大好き……っ、だから、もっと」

　根元まで埋まったもので、掻き回して。内側をグズグズに溶かして、むき出しの私を味わってもらいたい。私でうんと気持ちよくなって、極上を体感してほしい。

「義明……私で、いっぱいになって」

　心の内を広げて曝け出し、同じ言葉を繰り返す。愛しくてたまらない人に埋め尽くされて、彼にも同じ喜悦を味わってもらいたくて、叫ぶように願った。

「俺はもう、ゆかりでいっぱいになっているよ。ゆかりに埋め尽くされて、隙間が見つからない」

　照れ交じりの告白に、うれしすぎて泣きたくなった。

「私も……っ、義明で……心も、体もいっぱいなの……っ、だから、もっと、義明で溶かして……っ」

　ハッと息を呑んだ津山さんの反応に、サッと冷たく鋭いものが胸によぎった。調子に乗って、言いすぎてしまっただろうか。

　笑みを消して、真剣な顔つきになった津山さんの喉仏が上下に動く。

「俺の心も、ゆかりで満たされているよ。好きだよ、ゆかり。愛してる……ああ、ゆかり」

　祈るように告げられて、こみ上げてくるものを抑えきれなくて嗚咽が漏れた。

　この告白を、セックス時のリップサービスかもしれないと考えてしまう、素直に受け止められない自分が苦しい。

　本物だったとしても、彼が好きなのは作ってきたキャラの私でしかないことが悔しくて、それなのにうれしくて、頭も心もグチャグチャになってしまった。

「ひっく……ふぇ……っ、義明ぃ」

　子どもみたいに泣く私を、津山さんは抱きしめてくれる。彼の胸にすがって、私は情けない声を上げた。

「ふぇえ……っ、ひっ、ひぅう……っ、好きぃ……っ、好きなのぉ」

「うん……俺も、好きだよ。愛してる……愛しているよ、ゆかり」

　深い場所で繋がったまま、私は涙を止められずに泣き続けた。しゃくりあげるたびに腹筋がわなないて、内側の彼を締め付ける。そのたびにふたりでビクンと快感に震えて、キスを交わしているうちに、想いの涙が情炎の涙に変わった。互いにゆるゆると体を動かして、淫蕩の恍惚を目指して踊る。

「は、ぁ……ああっ、ふ、義明」

　穿たれて、彼にすがる内壁に広がる愉悦が全身をとろかせる。気遣う動きの津山さんが、だんだん激しくなっていって、単調な上下運動が変化した。

「ぁはうぅ……っ、はんっ、は、ぁああんっ」

　弧を描くようにスイングされて、媚壁がえぐられる。強い刺激に情艶な閃光が走って背中がしなった。

「ひぁあっ、あっ、義明ぃ……っ」

　思考が千々に乱れて、ただ彼に求められているという事実だけが意識に残る。眉根を寄せて、息を乱して私を追い立ててくる彼の必死の表情が愛おしくて、恋しくて切なくてうれしくて欲しい気持ちが加速する。

　頭の先から爪の先まで、彼でいっぱいになっているのに、貪欲にさらに欲しいと求めてしまう。たっぷりと与えられているのに足りなくて、彼以外の要素を私の中から消し去ってほしくて、ひたすら声を上げて求め続けた。

「義明ぃ、あぁ、好きぃ……もっと、ああ、好き、好きぃ……っ、はぁん、はっ、ぁあ、あっ、ああぁ……もっと、好きっ、好き……ねぇ、あっ、あぅう」

「んっ、俺も……俺も好きだよ、ゆかり……もっと、もっと俺を感じて、俺でいっぱいになって……もっと、好きだって言って？」

　哀願に似た彼の声に促されるままに、名前を呼んで好きだと繰り返す。抱えている想いをすべて吐き出すように、壊れたオモチャみたいに言い続けた。

「好きっ、好きなの……義明っ、大好き……っ、あぁ、はぁんっ、あぅ……っ」

「俺も、愛してる……ゆかり、ゆかり」

　切羽詰まった息遣いと、速度を上げた抽挿に追い立てられて、真っ白でまばゆくて極上な澄んだ世界を目指して進む。

　ふたりで向かう場所は、温かくて優しくてふんわりしていて気持ちいい。

　何もかも忘れて無防備になれる法悦を求めて、私は彼にすがりついた。

「ああっ、あっ、は、ぁああっ、義明ぃ、あっ、ああ――ッ！」

　挿入の角度が変わって、ズンッと深く突き上げられた瞬間、目の奥に火花が散って体が弾けた。

「くっ、ぅ」

　呻いた彼の情熱がビクンと跳ねて、硬直する。共に目指していた場所に到達して、永遠に似た一瞬の開放を味わって、互いの存在を確かめるようにキスをした。

「んっ、ふ……っ」

　チュッチュッと軽いキスを繰り返して、静かに引いていく法悦の余韻を味わう。彼の広い背中を撫でて、引き締まった腰に手のひらを這わせて、体を擦り寄せた。

「ゆかり」

　キスの合間につぶやかれる私の名前は、壊れやすい宝物みたいに聞こえる。

「好きだよ、ゆかり」

　言い聞かせるように、ふんわりと伝えてくれる津山さん。

「ゆかり」

　促すように呼ばれて、唇を迷わせる。

　私も、好き。

　心に浮かんだ言葉は、喉を通ってくれなかった。さっきはいっぱい言えたのに、絶頂を過ぎると言えなくなってしまう。

　だから、態度で彼に伝える。身を寄せて、首筋に唇を当てて甘えた仕草をしてみせる。彼の腕が、背中と腰をしっかりと抱きしめてくれる。

「津山さ……」

「義明」

　呼びかけたら、すかさず訂正された。

「まだ、義明って呼んでくれ」

　耳裏にキスをされて「あぁ」と息を吐き出した。唇が少し迷う。勇気を出して、口を開いた。

「義明」

「うん……もっと、呼んで」

「っ……よ、義明」

「そう。もっと」

「義明」

「ゆかり」

「義明」

　繰り返し呼び合って、キスをする。よくできたねと言いたげなキスに、心がくすぐったくなった。

「このまま、呼び捨てに慣れてほしいな」

　ぽつりと告げられた願いに、口をつぐむ。これまでに何度も言われていたけれど、それに慣れたら関係が壊れた時に、立ち上がれなくなりそうでできなかった。

「やっぱり、無理？」

　答えられずにいると、身を起こした彼が体を引いた。内側の圧迫が抜けて、寂しくなる。

「さっきは、あんなに呼んでくれたのに」

「それは……だって」

「だって？」

　なんて言えばいいのかわからない。正直に答えることはできない。だけど、どうごまかせばいいの。はぐらかすためのセリフが見つからない。どうしよう、どうすればいい？

　迷っていると、頬を両手で包まれた。じっと目の奥を見つめられて、トクントクンと心音が体に響く。真剣な彼のまなざしに、心が吸い込まれていく。

　ゆっくりと、ためらうように津山さんの唇が開いた。

「旅行に行こうって誘ったのは、絶対に職場の誰かに見られない場所なら、ゆかりが素直になってくれるんじゃないかって思ったからなんだ」

「え？」

　唐突な理由の説明に、目を瞬かせる。苦しそうに眉根を寄せて、ほほえむ津山さんの目が不安に揺れている。

「勘違いさせているかもしれないから、言うよ。デートの後でホテルに誘うのは、その時でないと甘えてもらえないからなんだ。行為の最中でないと、名前を呼んでくれないし、好きだって言ってくれないだろう？　だから、ホテルに行っているだけで、それが目的ってわけじゃない」

　静かな口調が、切実な訴えに聞こえた。

　呆然と彼の瞳を見つめる。いきなり告げられた彼の気持ちは、なかなか意識に浸透してくれない。

　津山さんは今、何を言っているの――？

「さっきも、いっぱい俺を欲しがって、俺の名前を呼んで、好きだって何度も言ってくれただろう？　うれしくて、もっと聞いていたくて……だから、ベッドに誘うんだ」

　はにかんだ津山さんの額が、私の額にこつんと当たる。

「ゆかりにベッドに誘われたのは、初めて体を繋げた日以来だよな。だからちょっと、期待したんだ。素直になってくれるのかなって。エッチの最中じゃなくても〝義明〟って呼んでくれるんじゃないかって」

　ふうっと、彼の切なげな吐息が唇に触れた。

「でも、言ってくれなかった」

　唇が軽く触れる。そのまま、彼は続けた。

「うんと気持ちよくさせないと、ゆかりは心を開いてくれない。もしかしたら、セックスが好きなだけで、俺が好きなわけじゃないのかもしれないって、ずっと悩んでた」

　静かに紡ぎ出される吐露は、私の悩みが彼の口を借りて溢れてくるみたいだ。まさか、津山さんがそんなことを考えているなんて、想像もしていなかった。

「セフレだと思われているのか、俺の接し方がそういう態度にさせているのかって、同じ思考を繰り返してる。今も」

　上唇を軽く吸われて、チュッと軽い音が立った。

「あの日、打ち上げの後。俺を誘ってくれたのは、冗談だったんだろう？」

　寂しげなほほえみに、息が詰まった。

「ど……して」

　声を絞り出したら、津山さんは泣きそうな目になった。

「あの誘いは本気じゃないって、わかってたんだ。わかっていて、ホテルに誘った。ちょっと期待をしていたんだ。俺のことを、好きでいてくれたんじゃないかって」

　チュッ、チュッと、何かを探すような動きで、言葉の合間に唇をついばまれる。

「誘いを本当にしたかった。他の子と俺が話をしているのを、たまに気にしているふうに見てくれていたから。俺を意識しているんだと思いたかった」

　何か言葉を返したいのに、喉が石になったみたいに硬くなって動かない。ただただ静かに、彼の言葉を聞きながらキスを受ける。

「好きなんだ。ずっと前から、気になってた。お客様の相談に根気よく付き合っている姿とか、率先して別店舗への商品移送の手伝いをしてくれるところとか、細かな部分に気がついて、さりげなく修正をしてくれているところとか。細やかで、優しくて気遣いのできる人なんだなって思ってた」

　心に注がれる告白に、体の奥が感動で熱く震える。

　お客様の相談に乗っていたのは、納得して買って欲しいから。かわいくなりたいっていう気持ちは、すごくわかるもん。商品移送の手伝いは、津山さんと少しでも一緒に居たかったからだし、別店舗の様子を見るのも、雰囲気が違って楽しかったから。細かなところに気がつくっていうのだって、西尾さんや井口さんたち先輩の真似をしているだけだし、自分が気になったから。彼が目に留めてくれたことは全部、私にとっては当たり前のこと。特別な事なんて、ひとつもしていない。

　だから、そこを好きになってくれたってことが――私という人間をきちんと見てくれていたってことが、うれしくてたまらない。

「好きだよ、ゆかり。あの夜、冗談の誘いを受けるよりも前から、ずっと好きだった」

　真剣な彼のまなざしが、心にまっすぐ突き刺さる。

　告白。

　津山さんからの、告白。

　口の中で、音にせずに反芻する。

「あれが冗談だってわかっていながら、本当にしてしまった俺を、ずるいと思う？」

　口を開いて、言葉を探して、見つからなくて、唇を閉じて、また開いて、言葉を探した。

　なんて言えばいいんだろう。何を伝えたらいい？　わからない。どんな言葉が、この場にはふさわしい？　私、私は――。

「行こうかって言われた後に、誘ったのは冗談ですって私が言ったら、どうするつもりだったの？」

　ずっと気になっていたことを、聞いてみる。

「告白する予定だった。ゆかりに気がある俺を、冗談で誘うなんてひどいねって、想いを伝えるつもりでいた」

　まっすぐな彼の視線が、瞳を通して私の心を見つめている。

「私、遊び慣れた女って言われてて、男慣れしてるって噂もあって……それは、気にならなかったの？」

「気にならない。というか、違うんじゃないかって思ってた。そしたら、やっぱり違ってて、ちょっと罪悪感を覚えたよ」

「どういうこと？」

　まばたきをして、けげんな顔をする。やっぱり違ったって、どこで気がついたんだろう。

「俺が、初めてだったんだろう？」

　言いづらそうに告げられて、ぶわぁっと顔中が熱くなった。

「なっ、なん、なっ」

　真っ赤になった私に、彼が苦笑する。

「必死に隠そうとしてたけど、ぎこちなかったし。二度目の時もソワソワしていて落ち着きがなかったから。男慣れしているどころか、逆なんだなって。自分を守るためにフリをしているんだろうなって思ったら、かわいいいなって。いつか自然に接してくれるようになるまで、黙っていようって決めてたんだけど、半年過ぎても警戒したままだろう？　そんなに、俺を信用できない？」

　頭を撫でられて、じっと彼の顔を見つめながら、言われた言葉を反芻して頭の中で整理する。

　前から、津山さんは私に気があった。

　だから、冗談ってわかっていたのに誘いに乗った。

　デートの後に必ずエッチをするのは、セフレ扱いをしているんじゃなくって、エッチの時しか私が甘えないから。

　そして私が処女だったってことは、とっくの昔にバレていた。

　ひとつずつ頭の中で並べて確かめて、かみしめる。

「本当？」

　迷子の子どもが助けを見つけたような、震えてか細い声が出た。

「どれが？」

「全部」

　津山さんが、クシャッと泣き笑いのように表情を崩した。

「全部、本当」

「本当の、本当に？」

　うん、と彼はうなずいて、小さな子どもに言い聞かせるように言う。

「初めから、ゆかりが好きだってことも。処女だったってわかっていたことも。エッチの時しか甘えてもらえないからホテルに誘っていたってことも。全部、本当」

　ゆっくりと、彼の言葉が意識に沁みて広がっていく。苦しそうで、うれしそうで、なんて言ったらいいんだろう……津山さんの心の揺らぎが、そのまま浮かんだ瞳が真実だと教えてくれる。

　私ひとりが空回りしていたんじゃなくて、津山さんも同じところでグルグルしていたんだ。

　心が震えて、目頭が熱くなって、息が詰まって唇がわなないた。

　ずっとずっと、ふたりとも、ひとりで迷って苦しんでいたんだとわかったら、閉じ込めていたものが一気に噴き出して口から飛び出た。

「わ、私……私ね、わたっ……ずっと、男慣れしてる私を気に入ってくれているから、フリしなきゃって、色々調べて……っ、津山さんといたいから、だけど、セフレでもいいって思ったり、恋人になりたいって思ったりして、グチャグチャしてて……どんな態度を取ればいいのかわかんなくて、甘えたいけど、甘えられなくて……それでっ、そっ、私」

　言葉が渋滞して、出ていく順番がバラバラで、まったくまとまっていない。こんなんじゃ彼に伝わらない。きちんと言わなくちゃって焦れば焦るほど、心が生み出す言葉は秩序なくあふれて、つかえてしまう。

「すっ、好きって……エッチの時しか言えなくて……っ、名前も……普段から義明って呼んだら、自分が崩れちゃいそうで、怖くて……やっぱりセフレだったってなった時、すごい落ち込んで倒れちゃいそうだから、距離を取って平気でいられるようにしなくちゃって……それで、だから……っ」

　私の言葉に、津山さんはいちいち「うん、うん」と相槌を打ってくれる。

「本当は、ちゃんと恋人になりたくて、甘えたりしたくって、だけど……不安で……そんなことをして、重たいって言われたり、割り切った関係でいたいからって拒否されたりしたらどうしようって」

「俺は、そんな男に見えてたの？」

　とっさに激しく首を振って、否定する。

「見えないけど……あの誘いに乗ったっていうことは、遊び相手って思っているのかなって。津山さん、モテるし……だから、見えなくてもそういうこともあるかもしれないって、意外性っていうか、絶対にないって言いきれないし」

「そっか」

　吐息交じりの彼の声は、寂しそうだった。

「ずっと不安にさせていて、ゴメン。俺がもっと早く、気持ちを伝えていたらよかったな。ゆかりの冗談を本気にしたって、後ろめたさがあったんだ。本当は俺のうぬぼれの勘違いで、ゆかりは俺に気なんてなくて、俺が冗談を真に受けたフリをしたから、引くに引けなくなって付き合ってくれているんじゃないかって、怖かった」

「っ……そんなこと、ない」

　彼の頬に、おそるおそる手を伸ばす。

「冗談を本気にされてビックリしたけど、初めてを津山さんにあげられて、うれしかった。デートの誘いもうれしかったし、旅行だって、本当はすっごくすっごく楽しみにしてたの。だけど、素直になったら引かれるかなって怖くって……実は処女でしたって知られたら、重たがられてフラれるかもしれないって、悩んでいたの」

「ゆかり」

　彼の頬に添えた手に、大きな手を添えられる。

「今日、ベッドに誘ってくれたのは、どうして？」

「甘えたかったから。エッチしている時しか、甘えられないから。――ぬいぐるみ、津山さんが撫でた時に、私もされたいなって。触れられたいなって……だから」

「ぬいぐるみに、嫉妬した？」

「ん……うらやましくなった」

　ふふっと明るい息を漏らした津山さんの唇が、私の頬に触れる。

「俺は、ゆかりに抱かれてるぬいぐるみに、嫉妬した」

「えっ」

「俺も、ゆかりに抱きしめられたいって思った。だったら、エッチをするしかないなって。だけど、まだまだアトラクションはいっぱいあるし、夜にはパレードだってあるだろう？　だから、ガマンしようって考えたのに、ゆかりが誘ってくれたから、飛びついた」

　頬を重ねて、互いの体温を確かめる。彼の硬い胸筋に乳房がつぶされて、トクトクと心臓の音が聞こえた。

　これは、私の鼓動？　それとも、彼の心音？

「これからは、素直に甘えてくれる？」

「わかんない……したいけど、うまくできないかも」

「ああ、強がりがクセになっているんだな。でも、まあ……うまくできなくても、いいよ。少しずつ、俺には素直なゆかりを見せて？」

「ん……う、ん」

「歯切れ、悪いな。何が不安？」

　両頬を手のひらで包まれて、額を重ねられる。瞳の奥を覗かれて、少し迷ってから告白した。

「怖いの」

「何が？」

「津山さんが、いなくなっちゃったらどうしようって。本当の私を知ったら、やっぱり嫌気がさしたって言われちゃうんじゃないかって」

　ふうんと、納得したような悩んだような声を出した津山さんは、少し考えるそぶりをしてから、体を起こした。彼の肌と重なっていた部分が、ぬくもりを失って寂しくなる。

「じゃあ、これで安心してもらえるかわからないけど……スマホを貸してもらえる？」

「スマホ？　なんで」

「ちょっと、したいことがあって。悪いことはしないから、安心して」

　妙なことはされないだろうけど、何をしたいのかがさっぱりわからない。だけど、ここで断ったら、せっかく告白しあったのに振り出しに戻ってしまいそうだ。

　起き上がって手を伸ばして、スマホのロックを外して津山さんに渡した。

「操作、するよ」

　うなずいて、彼が画面をタップしたりスライドしたりするのを眺める。見られて困るものはないけれど、プライベートを覗かれていることにドキドキする。

　彼は何かを見つけて画面をタップすると、スマホを耳に当てた。

　電話？　なんで？

「あ、唐突にすみません。ゆかりさんとお付き合いをさせていただいております、津山義明と申します」

　ポカンと口を開けて、生真面目な挨拶をする津山さんを見つめる。誰と会話をしているの？

「はい……はい、ええ。彼女の携帯からで、申し訳ありません。自分の番号でかけた場合、不審に思われるかと思いまして。ゆかりさんと同じ会社で、エリアマネージャーとして働いております。ええ……はい、ゆかりさんの恋人です」

　どうして自分が誰なのかを説明しているんだろう。それに、恋人ですって、どういうこと？　いったい誰に説明しているの？

　状況が呑み込めなくて、柔和な笑みを浮かべて誰かと通話をしている津山さんをただただ見つめる。

「ああ……いえ、こちらこそ、よろしくお願いいたします。実は、将来を見据えた真剣な交際をしておりまして、気持ちに偽りがないことを理解してもらうために、お電話をさしあげました。そういうわけで、近々ご挨拶に伺わせていただく予定なので、よろしくお願いします」

　将来を見据えた交際？　挨拶？　え……っと……これって、どういう展開？　彼の言葉を脳みそがうまく処理してくれない。聞こえているのに、状況が把握できない。

「はい、ええ……その通りです。結婚の許諾を得るための、ご挨拶です。あ……はは、そうですね。では、ご都合のよい時をお教えいただければ。ええ、ええ……はい。ありがとうございます。では、失礼いたします」

　相手には見えないのに、深々と頭を下げて通話を終えた津山さんが、照れくさそうな顔でこっちを見た。

「――は？」

　ものすごく間の抜けた声が出た。

　今の……何？

「スマホ、ありがとう」

　差し出されて、受け取りながら津山さんを見つめる。

「今のって……えぇと」

「おかあさんって書かれていたアドレスに、電話した」

「なんで」

「なんでって……ゆかりの不安を軽減させるために決まっているだろう？」

　不思議そうに、津山さんが小首をかしげる。

「強引かもしれないけど、初めて男と付き合って、セフレかもしれないってずっと悩んでいたんなら、将来をきちんと考えていますって証拠を見せるのが一番かなって」

　心底、不思議そうにされて、逆に私がおかしいのかなって気になってくる。

「だからって、さっきの電話の内容……あれじゃあ、結婚するみたいじゃない」

　眉根を寄せて、真意はどこにあるのかと探る目をして彼を見た。

　将来を見据えたとか挨拶に行くとか、すごいことを言っていた。証拠を見せるっていっても、ちょっとやりすぎな気がする。仕事の上では冷静で状況把握もすごくって、的確な判断ができる津山さんだけど、プライベートでは思い付きとか勢いで行動をする人だったっけ？

　心外だと言いたげに、津山さんがちょっと表情を引き締める。

「俺は将来を見据えた真剣な交際を求めているし、俺がいなくなるかもしれないって心配も、大幅軽減されると思ったんだけど？」

　彼の顔つきから、その場の勢いってわけじゃないと伝わってきた。

　ということは、つまり……津山さんは前から私との将来を考えていて、おかあさんに「娘さんをください」的な挨拶をしに行く予定を心の中で立てていたってことになる。

　ブワワッと全身の産毛が、驚きと喜びに逆立った。

「は？　ちょ……やだ、もう！　本気!?」

　心の叫びが、ここ数年間で出したことがないくらいの大声になった。

　ふっと津山さんの表情が曇る。

「冗談で、親御さんにあんなことは言えないよ。イヤだった？」

　不安をにじませた表情に、本気ってことがひしひしと伝わってきた。彼の気持ちが胸に迫って鼻の奥がツンとする。

　そんな顔をするなんて、ずるい。

　いつも自信に満ち溢れていて、堂々としている津山さんの憂い顔が、彼も不安だったってことを教えてくれる。

　素直になれなくて、かわいい態度を取れない私に呆れたりイヤになったりするどころか、大切に思ってくれていた。自信がなくて、浮かれそうになっては不安を覚えて自制する臆病な私に、津山さんは寄り添ってくれていたんだ。

　目頭が熱くなって、体がブワワッと喜びにふくらんだ。

「っ、バカぁ……うれしいに決まってるでしょ」

　もっとかわいく言えたらいいのに、とっさに出てきた言葉は、少し偉そうな言い方だった。それでも素直に彼の胸に飛び込んで、キスを求める。

「ゆかりが不安を口にしてくれて、よかった。いつ、俺が将来も考えているってことを伝えようかって、悩んでいたから」

　たっぷりと甘やかすキスを受けて、心がふやける。

「やっと、素直な気持ちが聞けて、安心した」

　胸の奥からこぼれたような、安堵の吐息が唇にかかる。胸の奥に押し込めていたものが、ふわりと溶けて言葉になった。

「だって津山さん、モテるし……初めの誘いがアレだったし、私のイメージもあるから、崩さないようにって、必死だったの」

　気負いの抜けた笑顔は、彼にどんなふうに見えているんだろう。心も体もポカポカして、気持ちいい。エッチの時とは違う、穏やかなぬくもりに包まれる。

　目じりを下げた彼に、頬を撫でられる。

「これからは、エッチの時以外にも、甘えてくれる？」

　慈しみを含んだ声音につられて、身も心もゆだねた態度で聞いてみる。

「いきなり甘えたになっても、引いたりしない？」

「エッチの時に、たっぷり甘えられているから、大丈夫」

　目元は優しいまま、口の端だけちょっぴり意地悪そうに持ち上げた彼に、心がキュンキュン飛び跳ねた。

「もう、バカ」

　うれしくて照れくさくて、頬をふくらませて憎まれ口を叩く。

「ゆかり」

「津山さん」

「義明……だろ？」

「ん、義明」

　心の底からうれしそうに、とろける笑みを浮かべた彼につられて、ふにゃりと幸福に笑み崩れた。

　顔を近づけて、はにかみながらキスをして、全身で彼に甘える。

　見た目で周囲にイメージを決められて、その通りに見えるようにとがんばっていた私じゃなくて、うわべの奥に隠れていた私を見つけて好きになってくれた人。自分をごまかす必要のない恋人に、むき出しの私をゆだねて極上の安心を味わいながら目を閉じた。

「好きだよ、ゆかり」

「私も……大好き」

　最高に甘いキスで、空回りしていた気持ちの歯車を嚙み合わせた――。







あとがき








　こんにちは。あるいは、はじめまして。水み戸とけい、です。

　今回は、めちゃくちゃ脳内でしゃべるヒロインです。

　元気！

　脳内でいっぱいグルグル考えちゃって、だけど自分の中で考えているだけだから、前にはぜんぜん進んでなくて。

　まるで、回し車の中のハムスターのよう。

　そんな経験、ありませんか？

　私はねぇ……よく、あります。

　でも、ヒロインのようなタイプとはちょっと違って、グルグルして、落としどころを探す感じ。

　でもこれ、けっこう落としどころが見つかるまで、時間がかかるんですよね。

　誰かと雑談しながらのほうが早く見つかったり考えることを止めてしばらくしたらハッと思いついたり。

　なかなかねぇ……なかなか……なかなか、ねぇ。

　考えることで、まとまることもあるし。

　グルグルしちゃうのって、心理学的？　脳科学的？　なんか、そんな、なんかそんなやつでなんか、しかたないっぽいらしいです。

　人間って。

　認知を認知する、だったかな？

　なんか、昔に本で読んだんだけど、すっごい知識がざっくりになってる。

　なんかまぁ、そういう、ちゃんと学問的に立証されてて名称がついているやつなので、もし自分がヒロインみたいに「グルグルしちゃう」ってなったら、ダメだなぁ、じゃなく、しかたないって思っちゃってます。

　あれ？

　作品のあとがき……に、なってない？

　まあ、いいや。そんなかんじです！

　

　最後になりましたが、お読みくださりありがとうございます。

　そして、ステキな表紙を描いてくださったユカ様、光の描写がとっても素敵で、ヒーローの目じりがすごくセクシー！　ありがとうございます。

　それでは、また次回、お会いいたしましょう！






水戸けい
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